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は
じ
め
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
感
染

力
が
非
常
に
強
い
と
さ
れ
る
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
の
拡
大
に
よ
り
、
い
ま

だ
出
口
が
見
え
な
い
状
態
に
あ
り

ま
す
。

　

現
在
、
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
き
ま
し
て
は
、
集
団
接
種

に
お
い
て
、
会
場
、
日
時
を
指
定

す
る
方
式
と
し
、
順
調
に
進
捗
し

て
い
ま
す
。

　

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
、
私
た
ち
に
多
く
の
困

難
を
突
き
付
け
る
一
方
で
、
テ
レ

ワ
ー
ク
、
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
、
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
化
、
環
境
意

識
の
高
ま
り
な
ど
、
新
た
な
時
代

へ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
、

こ
れ
ら
の
変
化
へ
果
敢
に
挑
戦
す

る
こ
と
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
施
策
と
取
組
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
す
。

（
施
政
方
針
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
）

『
未
来
応
援

　
住
み
た
い
ま
ち 

た
つ
の
』

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
今
後

生
ず
る
経
営
資
源
の
縮
小
、
大
規

模
災
害
や
感
染
症
の
発
生
リ
ス

ク
に
迅
速
に
対
応
し
、
質
の
高
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
す
る
た

め
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の

実
現
を
目
指
し
て
、
専
門
人
材
を

招
へ
い
し
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
体
制
整
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
な
影
響
を
受

け
た
地
域
経
済
の
再
生
に
向
け
、

新
た
な
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る

「
龍
野
Ｉ
Ｃ
周
辺
ま
ち
づ
く
り
区

画
整
理
事
業
」
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
地
域
に
根
付
く
企
業
を
次

の
世
代
へ
引
き
継
ぐ
「
事
業
承
継

促
進
事
業
」
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

持
続
可
能
な
経
済
成
長
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
持
続
可
能
な
た
つ
の

市
を
構
築
し
て
い
く
上
で
、〝
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
〟
と
い
う
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
は
極
め
て
重
要
と

認
識
の
も
と
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
の
推
進
や
西
播
磨
地
域
で
初

と
な
る
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣

誓
制
度
」
の
導
入
等
、
多
様
性
と

包
摂
性
に
満
ち
、
誰
も
が
暮
ら
し

や
す
い
、
住
ん
で
み
た
い
と
思
え

る
〝
た
つ
の
市
〟
の
実
現
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
は
、「
第
２
次
た
つ
の
市
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
の
始
動

の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
時
代
の
変

化
を
的
確
に
捉
え
な
が
ら
、
長
期

的
展
望
に
立
っ
て
、
人
口
減
少
を

は
じ
め
と
し
た
様
々
な
変
化
や
課

題
に
立
ち
向
か
い
、「
未
来
応
援　

住
み
た
い
ま
ち　

た
つ
の
」
の
実

現
に
向
か
っ
て
、
粉
骨
砕
身
の
覚

悟
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

１	

社
会
的
包
摂
と

	

満
足
度
の
高
い

	

ま
ち
づ
く
り

　

本
市
で
は
、「
子
育
て
す
る
な

ら　

た
つ
の
市
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
、
子
育
て
環
境
や
経
済
的

支
援
の
充
実
に
よ
り
、
15
歳
未
満

の
子
ど
も
や
子
育
て
世
代
に
お
い

て
、
転
入
超
過
の
傾
向
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

こ
の
流
れ
を
よ
り
大
き
く
確
か

な
も
の
に
す
る
た
め
、
本
年
度
実

施
の
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別

給
付
金
の
独
自
支
給
に
加
え
、
高

校
生
の
通
院
に
つ
い
て
も
医
療
費

無
料
化
の
拡
大
や
母
子
家
庭
等
の

医
療
費
助
成
の
所
得
制
限
緩
和
、

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
で
の
一

時
預
か
り
実
施
園
の
拡
充
な
ど
、

子
育
て
世
代
に
寄
り
添
っ
た
施
策

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
に
お
き
ま
し
て

は
、
小
中
連
携
の
取
組
を
通
し

て
、
義
務
教
育
９
年
間
を
見
据
え

た
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
望
ま
し
い
教
育
環
境
を
確
保

す
る
た
め
小
・
中
学
校
の
適
正
規

模
・
適
正
配
置
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
臨
時

休
業
で
あ
っ
て
も
、
学
習
機
会

が
確
保
で
き
る
よ
う
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
で
配
備
し
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
等
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
５
年
４
月
か
ら
の
２
セ
ン

タ
ー
方
式
に
よ
る
給
食
実
施
に
向

け
、
北
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

工
事
を
計
画
的
に
進
め
、
安
全
で

安
心
な
学
校
給
食
の
提
供
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
に
不
安
を
覚
え
、

こ
も
り
が
ち
に
な
る
高
齢
者
が
安

心
し
て
外
出
で
き
る
よ
う
「
高
齢

者
お
で
か
け
支
援
事
業
」
を
引
き

続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、「
敬

老
え
ら
べ
る
ギ
フ
ト
事
業
」
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
市
民
団
体
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
女
性
の
つ
な
が
り
を
強

化
す
る
た
め
、
女
性
活
躍
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
の
開
催
や
女
性
が
中

心
と
な
っ
て
企
画
す
る
セ
ミ
ナ
ー

を
支
援
す
る
こ
と
で
、
女
性
が
輝

く
こ
と
が
で
き
る
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

多
様
化
す
る
療
育
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
、
障
害
児
通
所
支
援

セ
ン
タ
ー
「
は
ば
た
き
園
」
の
環

境
を
整
備
し
、
保
育
及
び
言
語
訓

練
の
療
育
回
数
を
増
や
す
な
ど
、

発
達
の
状
態
や
障
害
特
性
に
応
じ

た
き
め
細
か
な
療
育
事
業
を
展
開

い
た
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
障
害
の
あ
る
人
も
な

い
人
も
誰
も
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
、
障
害
の
有
無
に

よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
個
性
や
多
様
な
生
き
方
を
尊

重
し
合
い
、
誰
一
人
取
り
残
す
こ

と
な
く
、
穏
や
か
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
の
実
現
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。 

２	

暮
ら
し
や
す
さ
が

	

誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り

　

第
２
次
た
つ
の
市
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
の
策
定
に
当
た
り
実

施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

よ
る
と
、
本
市
に
期
待
す
る
こ
と

は
、「
子
育
て
支
援
の
充
実
」
に

次
い
で
、「
産
業
振
興
に
よ
り
経

済
を
活
性
化
さ
せ
、
安
心
し
て
働

け
る
環
境
を
つ
く
る
」
が
高
く
、

雇
用
と
生
活
の
深
い
相
関
関
係
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

に
よ
る
企
業
誘
致
に
加
え
、
新
た

な
に
ぎ
わ
い
と
雇
用
の
創
出
に
期

待
を
寄
せ
る
山
陽
自
動
車
道
龍
野

Ｉ
Ｃ
周
辺
エ
リ
ア
に
、
都
市
交
流

拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
商
業
施
設
を

集
積
さ
せ
る
た
め
土
地
区
画
整
理

事
業
に
係
る
調
査
等
を
引
き
続
き

実
施
い
た
し
ま
す
。

　

市
内
企
業
の
大
半
を
占
め
る
中

小
企
業
に
お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
に
加
え
、
少
子
高
齢
化
の

進
行
に
よ
り
後
継
者
不
足
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
業
承

継
に
係
る
経
費
を
支
援
す
る
こ
と

で
、
地
域
産
業
を
次
の
世
代
に
引

き
継
ぎ
、
地
域
活
力
の
維
持
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
の

減
少
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
地
中

間
管
理
事
業
を
活
用
し
、
中
心
経

営
体
へ
農
地
の
集
積
・
集
約
化
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
耕
作
放
棄

地
の
解
消
に
努
め
、
農
業
の
有
す

る
多
面
的
機
能
の
保
全
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
誰
も
が
安
全
で
快
適
に

移
動
で
き
る
よ
う
Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線

竜
野
駅
に
ア
ク
セ
ス
す
る
自
由
通

路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
加
え
、

駅
周
辺
道
路
や
駅
前
広
場
、
駅
舎

の
整
備
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
な
打
撃
を
受

け
た
観
光
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
へ
ス
ム
ー
ス
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
市
営
駐
車
場
の
整
備
や
青
空

市
な
ど
の
開
催
に
加
え
、
市
民
の

手
で
地
域
の
魅
力
を
発
掘
・
発
信

す
る
取
組
や
Ａ
Ｒ
観
光
ア
プ
リ
を

更
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
訪
れ

た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る
龍
野

動
物
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、
動
物

福
祉
に
配
慮
し
た
上
で
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
、
障
害
の
あ
る
子
も
な

い
子
も
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き

る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
機
能
を
備
え

た
す
べ
て
の
利
用
者
に
や
さ
し
い

公
園
整
備
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

　

循
環
型
社
会
の
形
成
を
目
指

し
、
各
家
庭
で
余
っ
て
い
る
食
品

を
持
ち
寄
る
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の

取
組
に
加
え
、
民
間
事
業
者
と
連

携
し
、
食
品
メ
ー
カ
ー
等
の
過
剰

在
庫
や
返
品
等
に
よ
っ
て
発
生
す

る
食
品
と
そ
れ
を
必
要
と
す
る
団

体
等
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
、
食

の
支
援
と
食
品
ロ
ス
削
減
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
地
球
規
模
の
気

候
変
動
に
よ
る
大
規
模
自
然
災
害

の
発
生
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
宮
内
１
号
雨
水
幹

線
（
宮
内
川
）
改
修
等
の
浸
水
対

策
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

消
防
力
を
強
化
す
る
た
め
支
援
車

や
ド
ロ
ー
ン
を
配
備
し
、
安
全
安

心
で
暮
ら
し
や
す
い
生
活
環
境
の

確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

３	

新
た
な
時
代
に

	

順
応
し
た

	

自
治
体
Ｄ
Ｘ

　

国
で
は
、
地
方
か
ら
デ
ジ
タ
ル

の
実
装
を
進
め
、
都
市
と
の
格
差

解
消
と
地
域
活
性
化
を
目
指
す

「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
」

の
も
と
、
直
面
す
る
様
々
な
課
題

の
克
服
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、「
行

か
な
く
て
も
よ
い
市
役
所
」、「
す

べ
て
の
市
民
が
デ
ジ
タ
ル
の
恩
恵

を
享
受
で
き
る
社
会
」
を
主
眼

と
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
普
及

や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
拡
充

な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、
人

に
優
し
い
ス
マ
ー
ト
自
治
体
の
実

現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
基

盤
と
な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国

が
目
指
す
取
得
率
１
０
０
％
に

向
け
て
、
専
用
窓
口
の
設
置
、
出

張
申
請
や
啓
発
活
動
を
実
施
い

た
し
ま
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
）
を
有
効
に
活

用
し
、
世
代
に
応
じ
た
情
報
発
信

や
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
に
よ
る

移
住
相
談
な
ど
、
必
要
な
情
報
を

必
要
と
す
る
人
に
、
迅
速
か
つ
的

確
に
届
け
る
広
報
活
動
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続

く
中
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
や
Ｄ
Ｂ
Ｏ
、
Ｐ
Ｆ

Ｓ
な
ど
の
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大

限
活
用
し
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
、
高
度
化
に
適
切
に
対
応
で
き

る
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
い
た
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
公
共
施
設
等
の
管
理

に
つ
き
ま
し
て
は
、
た
つ
の
市
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ

き
、
施
設
の
再
編
や
長
寿
命
化
に

努
め
る
と
と
も
に
、
未
利
用
財
産

の
活
用
や
処
分
を
推
進
い
た
し
ま

す
。

　

私
は
、
先
の
市
長
選
挙
で
、
多

く
の
市
民
、
事
業
者
の
方
々
か
ら
、

た
つ
の
市
に
対
す
る
熱
い
思
い
を

お
聴
き
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
は
、

市
民
、
事
業
者
、
各
種
団
体
な
ど
、

様
々
な
主
体
の
参
画
が
不
可
欠
で

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

あ
ら
た
め
て
「
市
民
が
主
役
」

の
政
治
姿
勢
を
貫
き
、
新
た
な
時

代
に
順
応
し
た
市
政
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
施
政
方
針
を
表
明
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民
生
費

土
木
費

教
育
費

公
債
費

総
務
費

衛
生
費

そ
の
他

特集  わたしたちの市政

未来応援 住みたいまち たつの
「新たな時代へ 持続可能なまちの構築に向けて」

予算総額　635億6,521万1千円	（対前年度 9億5,600万8千円の増）

一般会計　345億5,000万円	 （対前年度 2億2,000万円の増）

特別会計 総額184億259万円企業会計 総額106億1,263万円

会計名 予算額

学校給食センター事業 19億1,776万円

土地取得造成事業 400万円

揖龍公平委員会事業 84万円

国民健康保険事業 81億7,021万円

会計名 予算額

後期高齢者医療事業 11億9,676万円

介護保険事業 69億5,802万円

病院事業債管理事業 1億5,500万円

会計名 予算額

水道事業
収入 12億2,244万円
支出 16億9,584万円

下水道事業
収入 71億9,177万円
支出 87億762万円

国民宿舎事業
収入 1億3,671万円
支出 2億917万円

令和４年度
当初予算

一般会計歳出予算の主な構成

　健全な財政運営

※令和4年1月31日現在の人口74,728人をもとに市民1人あたりの額を算出しています。
　また、円単位未満は四捨五入しています。
※本ページ内の表中数値については、表示単位未満四捨五入の関係で、合計が一致しない場合があります。

市民１人あたり
約16万1,129円

市民１人あたり
約8万2,708円

市民１人あたり
約4万7,480円

市民１人あたり
約4万5,674円

市民１人あたり
約4万4,382円

市民１人あたり
約3万6,246円

市民１人あたり
約4万4,725円

120億4,084万円

61億8,058万円

35億4,812万円

34億1,310万円

33億1,658万円

27億857万円

33億4,221万円

子育て支援施策や高齢者・障害者のため
の福祉施策などに要する費用

道路の建設・修繕や市営住宅の管理運営
などに要する費用

小・中学校の教育や教育施設の維持管
理、文化スポーツの振興などに要する費用

道路や公共施設の建設のための借入金の
返済に要する費用

市役所の整備・管理や住民票の発行、選
挙の執行などに要する費用

予防接種の実施や健康増進事業の実施、
ゴミ・し尿の処理などに要する費用

消防団車両の整備や商工業の振興、有害
鳥獣対策、市議会の運営などに要する費用

令和４年度予算の重点と主な事業

社会的包摂と満足度の高いまちづくり

暮らしやすさが誇れるまちづくり

新たな時代に順応した自治体ＤＸ

●高校生等医療費助成事業（通院医療費助成の拡充）
●妊活サポート事業（妊活応援金給付事業）
●予防接種事業（子宮頸がんワクチン接種）
●おたふくかぜ予防接種助成事業
●母子家庭等医療費助成事業（助成対象者の拡充）
●敬老えらべるギフト事業
●パートナーシップ宣誓制度運営事業
●私立保育所等運営費（一時預かり事業補助金）
●小中一貫教育推進事業
●小中一貫校整備事業

●龍野ＩＣ周辺まちづくり区画整理事業
●竜野駅周辺整備事業
●龍野公園・動物園事業
●観光誘客戦略事業
●町並み環境整備事業
●事業承継促進事業

●スマート自治体の実現に向けた外部人材活用
●市民の利便性を図るデジタル化事業
●庁内事務の効率化を図るデジタル化事業

40,000

H30 R1 R2 R3 R4

33,490

24,262

4,476

36,110

23,747

4,732

37,510

17,080
11,115

34,330

17,500

10,780

34,550

18,403

10,613

35,000
30,000
25,000
20,000
15,000
10,000
5,000

0

一般会計 特別会計 企業会計

一般、特別、企業会計の予算推移（百万円）

34.9%

17.9%

10.3%

9.9%

9.6%

7.8%

9.6%

　投資的事業等の資金とする地方債（家計で言うところのローン）の令和４年度残高見込額は672億500万円、
一方で公共施設整備や財源不足時の備え等のために積み立てた基金（家計で言うところの貯金）の現在高見込
額は229億6,300万円となっております。
　地方債については、新規借入れよりも過去の借入れの償還が進んでいるため減少傾向にありますが、有利な地
方債を発行するなど、計画的な活用に努めていきます。基金については、将来の公共施設の整備に備えた積立て
などにより増加しました。今後も計画的に投資的事業等に活用しながら健全な財政運営に努めていきます。

※いずれも、一般会計、特別会計及び企業会計の合算値です。

令和４年度予算の
主な投資的事業

●北学校給食センター整備事業
●総合隣保館整備事業
●農地耕作条件改善事業

●市営住宅長寿命化整備事業
●小宅小学校校舎増築事業
●構教育集会所改築事業

90,000

85,257

82,386

79,729

78,585

75,811

73,299
71,522 71,229

69,415

67,205

15,976
16,589

18,834

19,846

20,946

21,903

21,675
21,217

23,062

22,963

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

85,000

80,000

75,000

70,000

65,000

23,000

21,000

19,000

17,000

15,000

13,000

地方債残高（百万円） 基金現在高（百万円）
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主要施策の概要

自
然
を
大
切
に
し
、

共
に
暮
ら
す

・
自
然
環
境
の
保
全
と
整
備

・
緑
化
の
推
進

　

災
害
に
強
い
森
づ
く
り
の
た
め
、
地
域

住
民
と
協
働
し
里
山
整
備
を
行
う
こ
と

で
、
森
林
が
持
つ
多
面
的
機
能
の
維
持
、

向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
治
水
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た

め
、
国
と
連
携
し
、
河
川
改
修
や
避
難
路

整
備
等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
堆
積
土

砂
の
浚
渫
や
立
木
伐
採
等
、
防
災
・
減
災

その1
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑
戦

自
然
を
守
り
、
だ
れ
も
が

安
全
に
安
心
し
て

住
み
続
け
た
く
な
る
ま
ち

第
１
の
柱

特集  わたしたちの市政

令
和
４
年
度

主
要
施
策
の
概
要

　
ま
ち
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
と
し
て

５
つ
の
「
施
策
の
大
綱（
柱
）」
を
定
め
て
お
り
、
そ
の
柱
に
沿
っ
て

令
和
４
年
度
の
主
な
取
組
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

の
取
組
を
加
速
さ
せ
ま
す
。

持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る

・
廃
棄
物
処
理
対
策
の
推
進

・
地
球
環
境
の
保
全

　

食
品
ロ
ス
削
減
の
た
め
、
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
や
事
業
系
食
品
廃
棄
物
の
削
減

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
小
型
家
電
品

の
拠
点
回
収
や
集
団
資
源
回
収
を
支
援

す
る
こ
と
で
、
限
り
あ
る
資
源
を
有
効

活
用
し
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
構

築
を
目
指
し
ま
す
。

その2

第２次たつの市総合計画後期基本計画がスタートします！
▶企画課（☎64・3141）

みんなで創る 快適実感都市「たつの」
　たつの市では、平成29年にまちづくりの指針となる「第２次たつの市総合計画」を策定し、まちの将来
像「みんなで創る快適実感都市  たつの」の実現に向けて様々な施策を実施してきました。
　計画策定から５年が経過し、少子高齢化の進行や新型コロナウイルス感染症の発生、デジタル技術の
進展といった社会の変化等に対応した、令和４年度を始期とする「後期基本計画」を策定しました。

　長期的な展望に立った、まちづくりの各分野（防災、福祉、教育、産業、観光など）の個別計画の基
本となるもので、市の最上位計画となります。
　今後のまちづくりについて、市民、各種団体・事業者の皆さんと共有し、協働で取り組むための指針
となるものです。（基本構想、基本計画（前期・後期）、実施計画で構成しています）

・市民アンケート調査や市長対話広場事業を通じて把握した地域のニーズや市民ワークショップでの
意見を整理し、本計画へ反映しました。

・市民、各種団体・事業者等が取り組むこと（期待する役割）を前期基本計画に引き続き記載しました。
・国連サミットで採択されたＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）について、「誰一人として取り残さない、

持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現」という理念は、市政推進において大変意義深いも
のであるため、本計画の各施策をその理念に照らして推進します。

総 合 計 画 と は

※第２次たつの市総合計画後期基本計画は、企画課、各総合支所地域振興課、各図書館に配架しています。
　また、市ホームページ（右記ＱＲコード）からもご覧いただけます。

（総合計画後期基本計画から）
市の取組に対して、市民、各種団体・事業者等の皆さんに期待する役割

市　民 各種団体・事業者等

・防災訓練、学習会、ボランティア活動などへ
の参加

・市民総合健診（特定健診、がん検診）の受
診による健康意識の向上

・地域と学校が連携した、子どもたちの安
全・安心な環境づくり

・地元農畜産物や水産物の地産地消
・市政情報の収集や市の魅力発信
・市民一人ひとりの多様性を認め合い、共に

支え合える地域づくり　など

・子育てと仕事が両立できる職場環境づくり
・就労などを希望する障害者の積極的な受入（障害者の社会参加へ

の協力）
・子どもの職場体験学習の機会の提供など教育活動への積極的な参

加
・商品開発や販路開拓、経営改善などの取組
・コミュニティセンターなどを活用した、地域の課題解決に向けた取組
・市民や地域と協働した活動
・再生可能エネルギー利用設備の導入など、環境に配慮した脱炭素社

会実現に向けた事業活動　など

行政各種団体・事業者等

市民

協協働のままちちづづくり協協働のままちちづづくり協働のまちづくり

後 期 基 本 計 画 策 定 の ポ イ ン ト

ご家庭に眠っている食品を持ち寄り、そ
れを必要としている団体や施設に提供す
る、フードドライブ事業を実施
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主要施策の概要

良
質
な
住
環
境
を
整
備
す
る

・
住
宅
の
供
給

・
都
市
公
園
の
整
備
と
活
用

・
地
域
特
性
を
生
か
し
た

　

土
地
利
用
の
推
進

・
上
下
水
道
施
設
の
整
備

　

山
陽
自
動
車
道
龍
野
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
区
に

お
い
て
、
商
業
地
創
設
を
目
的
と
し
た
都

市
的
土
地
利
用
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
竜
野
駅
周
辺

に
お
い
て
、
身
体
の
不
自
由
な
方
が
安

全
・
安
心
・
快
適
に
駅
を
利
用
で
き
る
よ

う
自
由
通
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
行
う

と
と
も
に
、
駅
ア
ク
セ
ス
の
た
め
の
都
市

計
画
道
路
や
駅
前
広
場
、
駅
舎
の
整
備
を

進
め
、
交
通
結
節
点
機
能
の
強
化
を
図
り

ま
す
。

　

都
市
公
園
で
は
、
誰
も
が
安
全
安
心
に

利
用
で
き
る
よ
う
市
民
協
働
に
よ
り
適
切

な
維
持
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
老
朽
化

対
策
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
化
を
進
め
ま
す
。

さ
れ
た
高
齢
者
を
敬
愛
し
長
寿
を
祝
福
す

る
た
め
「
敬
老
え
ら
べ
る
ギ
フ
ト
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。

障
害
の
あ
る
人
が
地
域
で

自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る

・
障
害
の
あ
る
人
へ
の
生
活

　

支
援
と
社
会
参
加
の
促
進

　

障
害
者
に
配
慮
し
た
相
談
・
支
援
体
制
の

整
備
や
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
肢
を
拡
大
す
る

と
と
も
に
、
重
度
身
体
障
害
者
の
在
宅
で

の
生
活
を
支
え
る
施
策
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

共
に
助
け
合
い
、
支
え
合
う

ま
ち
を
つ
く
る

・
地
域
福
祉
の
充
実

　

交
通
弱
者
の
日
常
生
活
を
支
え
る
た

め
、
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
助
成

事
業
、
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
事
業
及
び
高
齢

者
お
で
か
け
支
援
事
業
を
引
き
続
き
実
施

し
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
・
困
窮
・
障
害
な
ど
複
数

分
野
に
ま
た
が
る
生
活
課
題
を
抱
え
る
世

帯
に
対
し
、
ふ
く
し
総
合
相
談
窓
口
と
関

係
機
関
が
連
携
・
協
働
し
て
支
援
す
る
こ

と
で
、
課
題
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

生
涯
を
健
や
か
に
過
ご
せ
る

体
制
を
整
え
る

・
健
康
づ
く
り
の
推
進

・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
追
加
（
３
回
目
）

接
種
に
つ
い
て
は
、
本
年
９
月
末
ま
で
に

希
望
す
る
全
て
の
市
民
が
ワ
ク
チ
ン
接
種

で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
予
防
接
種
費
用

の
一
部
助
成
を
行
い
、
幼
児
の
お
た
ふ
く

か
ぜ
の
発
症
予
防
と
重
症
化
予
防
を
図
り

ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
は
、
国
か
ら
の
積
極
的
勧
奨
の
再

開
を
受
け
、
接
種
機
会
を
逃
し
た
方
に
対

整
備
し
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
療
養

事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
に
つ
い
て
は
、
生
活
相

談
や
就
職
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
母
子

家
庭
等
医
療
の
所
得
要
件
を
緩
和
す
る
な

ど
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
支
援
す
る
こ

と
で
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

高
齢
者
が
暮
ら
し
や
す
い

環
境
を
つ
く
る

・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

　

構
築

・
生
き
が
い
づ
く
り
と

　

社
会
参
加
の
支
援

　

高
齢
者
の
自
立
支
援
や
介
護
予
防
に
重

点
を
置
い
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
努
め
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
更

な
る
深
化
を
図
り
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

敬
老
事
業
に
つ
い
て
は
、
社
会
に
貢
献

大
切
な
命
と
地
域
を
守
る

・
防
災
体
制
の
確
立

・
消
防
・
救
急
・
救
助

　

体
制
の
充
実

・
交
通
安
全
対
策
の
推
進

・
暮
ら
し
の
安
全
確
保

　

近
年
、
頻
発
・
激
甚
化
す
る
自
然
災
害

に
対
応
す
る
た
め
、
正
確
な
情
報
を
防
災

行
政
無
線
及
び
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
り
迅
速
か
つ
的
確
に

伝
達
す
る
と
と
も
に
、
市
民
自
ら
の
避
難

行
動
等
を
確
認
す
る
た
め
の
「
マ
イ
避
難

カ
ー
ド
」
の
作
成
等
を
支
援
す
る
こ
と
に

よ
り
、
自
ら
の
命
は
自
ら
守
る
と
い
う
意

識
の
醸
成
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
「
地
区

防
災
計
画
」
の
作
成
を
支
援
す
る
ほ
か
、

活
動
助
成
や
消
防
器
具
の
設
置
助
成
を
継

続
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
防
災
力
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
各
地
で
登
下
校
中
の
児
童
生

徒
が
巻
き
込
ま
れ
る
事
故
が
相
次
ぐ
中
、

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
整
備
を
継
続
し
、
歩

行
者
の
安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。

安
全
便
利
な

交
通
環
境
を
整
え
る

・
幹
線
道
路
網
の
整
備

・
安
全
で
快
適
な
道
路
環
境
の

　

整
備

・
公
共
交
通
の
充
実

　

安
全
・
安
心
・
快
適
に
誰
も
が
移
動
し

や
す
い
ま
ち
「
た
つ
の
」
の
実
現
に
向

け
て
、
利
便
性
の
高
い
総
合
的
な
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と
快
適
で
安
全
な

運
行
に
努
め
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
姫
新
線
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
２
６
０
万
人
ま
で
減
少
し
た
年

間
乗
車
人
員
を
３
０
０
万
人
ま
で
回
復
さ

せ
る
た
め
、
兵
庫
県
、
沿
線
市
町
と
連
携

し
て
、
利
用
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
「
あ
か

ね
ち
ゃ
ん
」
を
は
じ
め
、
各
公
共
交
通
の
運

行
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

策
を
徹
底
し
た
上
で
、
利
用
動
向
を
踏
ま

え
て
運
行
改
善
と
利
用
啓
発
に
努
め
ま
す
。

特集  わたしたちの市政

神部黍田公園に、新たなインクルーシブ遊具
（体に障害がある子もない子も、一緒になって
遊ぶことができる遊具）を設置

市民乗り合いタクシーを運行し、市民の交通需要
にきめ細かく対応

地域連携防災訓練を実施

通学路にグリーンベルトを整備

一時預かりが可能な園を、現行の５園から９園
に拡充（中学校区に１箇所以上確保）

交通手段を持たない高齢者等の日常生活を
支えるため、タクシー利用券を交付

新型コロナワクチン３回目接種を実施

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

ま
ち
を
つ
く
る

・
結
婚
・
出
産
・
子
育
て

　

支
援
の
充
実

・
ひ
と
り
親
家
庭
等
の

　

福
祉
の
充
実

　

少
子
化
の
中
、
不
妊
・
不
育
症
に
悩
む

方
を
支
援
す
る
た
め
、
不
妊
治
療
費
及
び

不
育
症
治
療
費
の
一
部
を
補
助
又
は
助
成

し
ま
す
。

　

子
ど
も
の
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
福
祉

医
療
費
助
成
事
業
や
高
校
生
等
医
療
費
助

成
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に

高
校
生
の
通
院
医
療
費
も
助
成
対
象
と

し
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
、
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
で

の
延
長
保
育
や
一
時
預
か
り
等
を
充
実
さ

せ
ま
す
。

　

障
害
児
通
所
支
援
セ
ン
タ
ー
「
は
ば
た

き
園
」
で
は
、
利
用
定
員
の
増
や
療
育
内

容
の
充
実
等
を
図
る
た
め
、
施
設
環
境
を

し
、
積
極
的
に
接
種
勧
奨
を
実
施
し
、
子

宮
頸
が
ん
の
予
防
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
外
見
の
変
化
を
伴
う
が
ん
治
療

中
の
方
に
対
し
、
医
療
用
ウ
イ
ッ
グ
な
ど
の

補
正
具
の
購
入
費
用
を
助
成
し
、
精
神
的

負
担
の
軽
減
と
社
会
参
加
を
支
援
し
ま
す
。

豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、

創
造
力
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
を

育
て
る

・
幼
児
教
育
・
保
育
の
充
実

・
義
務
教
育
の
充
実

・
青
少
年
の
健
全
な
育
成

　

多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
加
え
、
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
よ
る
保
育
需

要
の
増
大
に
応
え
る
た
め
、
私
立
保
育
所

等
保
育
士
処
遇
改
善
事
業
、
保
育
士
等
確

保
事
業
等
を
継
続
し
、
保
育
体
制
の
強
化

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
適
応
で
き
る

児
童
生
徒
を
育
て
る
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
活
用
し
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
等
に

よ
る
学
習
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
実

践
を
通
し
て
、
情
報
活
用
能
力
の
育
成
に

努
め
ま
す
。　

その3

その4

その5

その1

その２

その３

その５

その４

ひ
と
づ
く
り
へ
の
挑
戦

学
都
た
つ
の
の
輝
き
と

歴
史
・
文
化
が
薫
る
ま
ち

第
３
の
柱

や
す
ら
ぎ
づ
く
り
へ
の

挑
戦

子
育
て
に
や
さ
し
く
、

す
べ
て
の
市
民
が
健
や
か
に

暮
ら
せ
る
ま
ち

第
２
の
柱

その1
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主要施策の概要

　

さ
ら
に
、
今
後
の
小
中
一
貫
教
育
の
推

進
に
向
け
て
、
新
宮
中
学
校
区
に
本
市
初

と
な
る
小
中
一
貫
校
を
創
設
す
る
た
め
基

本
計
画
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
保
護

者
、
地
域
住
民
や
学
校
関
係
者
と
丁
寧
な

協
議
を
重
ね
、
新
し
い
学
校
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

生
涯
を
通
し
て
学
び
、

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る

ま
ち
を
つ
く
る

・
生
涯
学
習
の
推
進

・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

　

シ
ョ
ン
活
動
の
推
進

　

図
書
館
で
は
、
移
動
図
書
館
事
業
や

電
子
図
書
館
事
業
の
ほ
か
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
で
の
図
書
貸
し
出
し
や
読

書
記
録
の
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
な
ど
幅
広
い

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
、
読
書
活
動
を
支
援

し
ま
す
。

　

ま
た
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
競
技

力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
教
室
や
市
民
体
育
大
会
、
ス
ポ
ー
ツ

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
等
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
自
然
海
岸
や
森
林
公
園
等
の
観
光
資

源
を
生
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事

業
の
実
施
を
通
し
て
、
交
流
人
口
の
創
出

に
努
め
ま
す
。

歴
史
と
文
化
を
生
か
し
た

個
性
的
で
魅
力
あ
る
ま
ち
を

つ
く
る

・
歴
史
文
化
遺
産
の
保
全
と

　

活
用

・
芸
術
文
化
活
動
の
振
興

　

国
指
定
史
跡
新
宮
宮
内
遺
跡
で
は
、

市
民
と
協
働
で
古
代
体
験
事
業
や
植
栽

活
動
、
新
宮
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
を
開
催

し
、
歴
史
文
化
遺
産
に
対
す
る
愛
護
意
識

の
高
揚
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
脇
坂
家
が
龍
野
城
に
入
封
し
て

３
５
０
年
の
節
目
を
記
念
し
て
、
龍
野
歴

史
文
化
資
料
館
に
お
い
て
、
脇
坂
家
に
焦

点
を
当
て
た
展
示
会
や
関
連
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
に
よ
り
、
郷
土
の
歴
史
の
伝
承
に
努

め
ま
す
。

互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、

心
豊
か
な
社
会
を
つ
く
る

・
人
権
教
育
・
啓
発
の
推
進

・
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

　

性
の
多
様
性
に
関
す
る
社
会
的
な
理
解

促
進
に
向
け
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

制
度
」
を
導
入
す
る
な
ど
、
多
様
性
と
包

摂
性
の
あ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

次
世
代
へ
伝
え
育
む

農
林
業
を
活
性
化
す
る

・
農
林
生
産
基
盤
の
整
備
と

　

担
い
手
の
育
成

・
農
業
経
営
の
安
定
化
と

　

地
産
地
消
の
推
進

　

将
来
に
わ
た
っ
て
農
業
が
有
す
る
多
面

的
機
能
が
発
揮
さ
れ
続
け
る
よ
う
、
地
域

が
行
う
農
用
地
等
の
維
持
管
理
活
動
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
農
地
の
区
画
整
理
や

水
路
等
の
整
備
を
進
め
、
農
業
生
産
性
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
農
作
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
強

化
の
た
め
、
地
域
に
根
ざ
し
た
農
作
物
の

栽
培
振
興
を
進
め
る
と
と
も
に
、
環
境
マ

ル
チ
推
進
事
業
を
展
開
し
、
農
作
業
の
省

力
化
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
、
地
域
農
業

の
活
性
化
を
促
進
し
ま
す
。

活
気
あ
る
水
産
業
を

推
進
す
る

・
水
産
業
基
盤
の
整
備

　

漁
業
の
担
い
手
を
育
成
す
る
が
ん
ば
る

海
の
担
い
手
推
進
事
業
や
つ
く
り
育
て
る

漁
業
と
し
て
稚
魚
育
成
放
流
事
業
を
実
施

す
る
ほ
か
、
地
元
海
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

や
Ｐ
Ｒ
活
動
の
推
進
に
加
え
、
漁
場
環
境

の
保
全
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

地
域
資
源
を
生
か
し
た

観
光
を
推
進
す
る

・
観
光
基
盤
の
活
用

・
観
光
Ｐ
Ｒ
の
充
実

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
大
幅
に
減
少
し
た

観
光
入
客
の
回
復
に
向
け
、
歴
史
的
な
町

並
み
が
残
る
龍
野
地
区
の
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
や
北
前
船
関
連
文
化
財

を
有
す
る
室
津
地
区
と
い
っ
た
本
市
の
特

色
あ
る
固
有
の
観
光
資
源
を
生
か
し
、
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
や
甲
冑
・
着
付
け
体
験

等
、
た
つ
の
な
ら
で
は
の
観
光
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
観
光
入
客
の
増

加
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
へ
の
観
光
客
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
市
営
駐
車
場
（
下
川
原
）
に
公
衆
便

所
等
を
整
備
し
、
駐
車
場
利
用
者
の
利
便

性
向
上
を
図
り
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
商
工
業
を

推
進
す
る

・
商
業
の
活
性
化
と

　

工
業
の
振
興

　

経
営
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が
深

刻
化
す
る
中
、
承
継
に
要
す
る
経
費
を
支

援
し
、
中
小
企
業
の
円
滑
な
事
業
承
継
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
事
業
を
創

出
す
る
た
め
の
起
業
、
生
産
性
向
上
へ
の

取
り
組
み
や
Ｉ
Ｔ
関
連
事
業
所
の
開
設
な

ど
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
支

援
す
る
こ
と
で
、
強
い
地
域
産
業
の
維
持

に
努
め
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

の
基
盤
を
整
え
る

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

　

推
進

・
市
民
参
加
と
連
携
・
協
働
の

　

ま
ち
づ
く
り

　

市
民
が
主
役
の
市
政
運
営
を
目
指

し
、
市
民
が
自
ら
取
り
組
む
地
域
活
動
を

支
援
す
る
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
や
地

域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
専
門
家
を
派
遣

す
る
輝
く
地
域
応
援
事
業
を
引
き
続
き
実

施
す
る
な
ど
、
市
民
が
主
体
的
に
行
う

様
々
な
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

多
様
で
活
発
な
交
流
を

促
進
す
る

・
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

　

推
進

・
国
際
交
流
・
国
内
交
流
・

　

地
域
交
流
の
推
進

　

コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
地
方
回
帰
へ
の
関
心

が
高
ま
る
中
、
24
時
間
３
６
５
日
相
談
対

応
可
能
な
移
住
定
住
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ

ト
の
活
用
や
本
市
の
魅
力
や
生
活
環
境
を

伝
え
る
移
住
促
進
動
画
の
配
信
な
ど
、
移

住
を
希
望
す
る
方
に
選
ば
れ
る
訴
求
性
の

高
い
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
努
め
る

と
と
も
に
、
「
赤
と
ん
ぼ
く
ん
・
あ
か
ね

ち
ゃ
ん
」
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
、
阪
神
間
で

の
観
光
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
観
光
動
画
の
放

映
な
ど
、
観
光
資
源
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を

行
い
、
多
く
の
人
に
「
住
み
た
い
」
「
訪

れ
た
い
」
と
思
わ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま

す
。

１人１台タブレット端末を活用した学習を推進

新宮宮内遺跡に、「弥生の森」として樹木を植栽

市内の若手農家が行う、たつの市産九条太ネ
ギのPR活動を支援

AR（拡張現実）を用いた重伝建地区のまち歩きアプリ
を公開

AIチャットボットを活用し、
移住・定住を促進

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
へ
の

挑
戦

新
た
な
地
域
産
業
の
創
出
と

観
光
立
市
を
目
指
す

に
ぎ
わ
い
の
ま
ち

第
４
の
柱

ふ
る
さ
と
づ
く
り
へ
の

挑
戦

市
民
や
地
域
と
協
働
し
、

地
域
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

第
５
の
柱

健
全
で
効
率
的
な

自
治
体
運
営
を
推
進
す
る

・
行
財
政
改
革
の
推
進

　
（
行
政
改
革
大
綱
）

・
簡
素
で
効
率
的
な

　

組
織
づ
く
り
と
人
材
育
成

・
公
共
施
設
の
適
正
管
理
と

　

整
備

・
情
報
化
の
推
進

・
広
域
行
政
・
広
域
連
携
の

　

推
進

　

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
加
速
さ
せ
る
た

め
、
組
織
改
編
や
専
門
人
材
を
招
へ
い

し
、「
行
か
な
く
て
も
よ
い
市
役
所
」、「
す

べ
て
の
市
民
が
デ
ジ
タ
ル
の
恩
恵
を
享
受

で
き
る
社
会
」
を
主
眼
と
し
て
、
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
の
普
及
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
の
拡
充
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
活
用
な

ど
、
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
、
人
に
優
し
い
ス
マ
ー
ト
自
治
体

の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

その2

その3

その1

その３

その2

その4その1

その2

その3

その4

特集  わたしたちの市政
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緑十字金賞受賞

杉
原　

千
鶴
子
さ
ん
（
龍
野
町
）

　
　

大
正
11
年
３
月
４
日
生

八
木　

富
子
さ
ん
（
誉
田
町
）

　
　

大
正
11
年
３
月
11
日
生

横
山　

ユ
キ
ヱ
さ
ん
（
新
宮
町
）

　
　

大
正
11
年
３
月
14
日
生

地域自慢映像大賞受賞
ふるさとたつの　魅力発見！

第４回 たつので生まれた童謡
歌唱コンクール入賞者決まる

　市内の中学校生徒会が、自分たちの校区の魅力を
紹介する動画を制作しました。兵庫県教育委員会主
催「地域自慢映像大賞」にエントリーし、インタビュー
形式で地域の方の説明を組み込んだ龍野西中学校が 

「佳作」を、構成や演出、説明ボードの使用など、随所に
工夫が感じられた御津中学校が「審査員特別賞」を受
賞しました。生徒自身の地域への熱い思いがあふれた
内容が高い評価を受けました。

　たつので生まれた童謡を広く普及・啓発し、今後
も歌い継がれることを願い開催する「たつので生ま
れた童謡歌唱コンクール」は、これまで赤とんぼ文
化ホールで生の歌声による最終審査を行ってきまし
たが、今年は新型コロナウイルス感染症拡大状況を
鑑み、一次審査で選ばれた
個人部門22名、合唱部門10
団体に一次審査同様に音声
データを提出いただき、３月
22日（火）に（一社）日本童
謡協会にて最終審査を行い
入賞者を決定しました。

（龍野西中学校）

（御津中学校）

　多年にわたり交通安全
のため献身的な尽力をさ
れ、交通事故の防止と交通
秩序の確立に貢献された
功績により、次の方が警察
庁長官、全日本交通安全協
会会長から緑十字金賞を
受賞されました。

市村　一郎さん
（龍野自動車学院 管理者）

各部門の入賞者は次のとおりです。

▶赤とんぼ文化ホール（☎６３・１８８８）

個人部門

合唱部門

成績 氏　名 住　所 歌唱曲（三木露風賞回）

最優秀賞 藤田真里杏 神 戸 市 夕やけ（第16回）

優秀賞 植村　実愛 神 戸 市 あったかいね
（第９回）

優良賞 髙橋美千香 たつの市 赤い花咲いた
（第25回）

特別賞 中村　咲玖 尼 崎 市 わすれない（第17回）

特別賞 上野　雅一 明 石 市 入道雲（第12回）

成績 団体名 活動拠点 歌唱曲（三木露風賞回）

最優秀賞 Harmony
 Friends 神 戸 市 がっこうのかいだん

（第26回）

優秀賞
たつの市
少年少女
合唱団

たつの市 走る（第31回）

優良賞
兵庫県立

星陵高等学校
コーラス部

神 戸 市 さくらのゆうびん
（第28回）

特別賞 コール
ぽぽふぁ 神 戸 市 せみのとおせんぼ

（第12回）

祝
１
０
０
歳

課
長
級
以
上
の
異
動
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

理
事
・
部
長
級

▼
理
事（
兼
）総
務
部
長
＝
冨
井　

俊
則　

▼
理
事（
兼
）都
市
建
設

部
長
＝
梶
本 

秀
人　

▼
企
画
財

政
部
長
＝
家
氏 

孝
幸　

▼
都
市

政
策
部
長
＝
山
根 

洋
二　

▼
教

育
管
理
部
長
＝
眞
殿 

幸
寛　

▼

教
育
事
業
部
長
＝
小
松 

精
二

　

参　

与

▼
デ
ジ
タ
ル
戦
略
監（
Ｃ
Ｉ
Ｏ
補

佐
官
）＝
浦
上 

豊
蔵

　

参　

事　

級

▼
企
画
財
政
部
参
事
（
兼
）
企
画

課
長
＝
古
本 

寛　

▼
企
画
財
政

部
参
事（
播
磨
高
原
広
域
事
務
組

合
事
務
局
長
）＝
小
谷 

英
樹　

▼

市
民
生
活
部
参
事
（
兼
）
市
民
課

長
＝
森
川 

智
司　

▼
市
民
生
活

部
参
事（
揖
龍
保
健
衛
生
施
設
事

務
組
合
事
務
局
長
）＝
貞
清 

孝

之　

▼
市
民
生
活
部
参
事
（
兼
）

人
権
推
進
課
長
＝
加
藤 

真
司　

▼
都
市
建
設
部
参
事
（
兼
）
建
設

課
長
＝
井
口 

秀
稔　

▼
教
育
管

理
部
参
事
（
兼
）
小
中
一
貫
教
育

推
進
課
長
＝
清
久 

利
和

た
つ
の
市
職
員
の
人
事
異
動

　

市
は
、
次
の
３
つ
の
基
本
方
針
を
基
に
、
４
月
１
日
付
で

人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
異
動
総
数
は
、
２
２
１
人
で
す
。

１	

Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
を
強
化
、
デ
ジ
タ
ル
戦
略
監
（
Ｃ
Ｉ
Ｏ
補
佐
官
）

を
招
へ
い

２	

小
中
一
貫
教
育
の
推
進
に
向
け
た
体
制
強
化

３	

行
政
課
題
に
対
応
し
た
効
果
的
・
効
率
的
な
市
政
運
営
が
で

き
る
組
織
・
人
員
配
置

■
具
体
的
な
項
目

１	

Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
を
強
化
、
デ
ジ
タ
ル
戦
略
監
（
Ｃ
Ｉ
Ｏ
補
佐
官
）

を
招
へ
い

国
の
定
め
る
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ

を
本
格
的
に
推
進
す
る
に
当
た
り
、
デ
ジ
タ
ル
戦
略
監
（
Ｃ
Ｉ
Ｏ

補
佐
官
）
を
招
へ
い
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
強
力
に
推
進
す
る
体
制

を
構
築
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
向
上
と
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
る
業
務
の
効
率
化
を
目
指
し
ま
す
。

⑴	
情
報
推
進
課
の
名
称
を
「
デ
ジ
タ
ル
戦
略
推
進
課
」
に
変
更
し
、

「
デ
ジ
タ
ル
戦
略
推
進
係
」
を
新
設

２　

小
中
一
貫
教
育
の
推
進
に
向
け
た
体
制
強
化

義
務
教
育
９
年
間
を
見
通
し
た
教
育
課
程
の
下
、
中
学
校
区
ご

と
に
特
色
あ
る
小
中
一
貫
教
育
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
、
個
別
最
適

な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
を
充
実
さ
せ
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
を
推
進
し
ま
す
。

⑴	

教
育
管
理
部
に
「
小
中
一
貫
教
育
推
進
課
（
小
中
一
貫
教
育
推

進
係
）」
を
新
設

３　

行
政
課
題
に
対
応
し
た
効
果
的
・
効
率
的
な
市
政
運
営
が
で

き
る
組
織
・
人
員
配
置

限
ら
れ
た
人
的
資
源
と
財
源
の
中
で
、
市
の
重
要
課
題
に
対
応

し
た
効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
運
営
が
で
き
る
組
織
・
人
員
配

置
に
努
め
ま
す
。

【
組
織
】　

⑴	

建
築
課
の
名
称
を
「
町
並
み
対
策
課
」
に
変
更
し
、「
重
伝
建
推

進
係
」
を
新
設

⑵	

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
伝
建
・
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
を
「
定
住
促

進
係
」
に
再
編

【
人
員
配
置
】

⑴	

児
童
福
祉
課
（
は
ば
た
き
園
に
正
規
職
員
を
配
置
）

⑵	

用
地
課
（
測
量
部
門
を
強
化
）

⑶	

教
育
環
境
整
備
課
（
技
術
部
門
を
強
化
）

　

課　

長　

級

▼
総
務
部
デ
ジ
タ
ル
戦
略
推
進

課
長
＝
福
井 

悟　

▼
総
務
部
市

税
課
長
＝
神
尾 

俊
輝　

▼
企
画

財
政
部
契
約
課
長
＝
土
井 

輝

秀　

▼
市
民
生
活
部
環
境
課
長

＝
坪
内 

利
博　

▼
健
康
福
祉
部

地
域
包
括
支
援
課
長
＝
喜
多
村 

玲　

▼
産
業
部
農
林
水
産
課
長

（
兼
）産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
館
長

＝
山
内 

重
憲　

▼
産
業
部
農
地

整
備
課
長
＝
山
口 

賢
三　

▼
都

市
建
設
部
用
地
課
長
＝
矢
本 

博

文　

▼
都
市
政
策
部
町
並
み
対

策
課
長
＝
菅
原 

朋
茂　

▼
上
下

水
道
部
上
水
道
課
長
＝
松
田 

隆

充　

▼
新
宮
総
合
支
所
地
域
振

興
課
長
＝
正
田 

晴
彦　

▼
揖
保

川
総
合
支
所
地
域
振
興
課
長
＝

内
海 

基
和　

▼
御
津
総
合
支
所

地
域
振
興
課
長（
兼
）梅
香
園
所

長
＝
木
村 

篤
典　

▼
教
育
管
理

部
教
育
環
境
整
備
課
長
＝
西
田 

伸
一
郎　

▼
教
育
事
業
部
社
会

教
育
課
長
＝
河
原 

直
也　

▼
教

育
事
業
部
社
会
教
育
課
主
席
司

書
（
兼
）
龍
野
図
書
館
長
（
兼
）

揖
保
川
図
書
館
長
＝
河
部 

恭
子　

▼
教
育
事
業
部
社
会
教
育
課
主

幹
（（
公
財
）
童
謡
の
里
龍
野
文

化
振
興
財
団
事
務
局
長
）
＝
安

藤 

靖
人

▼
総
務
課
（
☎
64
・
３
１
０
１
）

た
つ
の
市
副
市
長
に

田
中 
徳
光
氏
が
就
任

　

３
月
24
日
に
開
か
れ
た
市
議
会
で
同

意
を
得
て
、
副
市
長
に
田
中 

徳
光
氏

が
４
月
１
日
付
で
就
任
し
ま
し
た
。
任

期
は
４
年
で
す
。

井
上 

彰
悟
副
市
長
が

退
任

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
副
市
長

と
し
て
職
務
を
果
た
さ
れ
て
き
た

井
上 

彰
悟
氏
が
任
期
満
了
に
よ
り

３
月
31
日
付
で
退
任
と
な
り
ま
し
た
。
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国保医療年金課からのお知らせ

▶国保医療年金課（☎64・3240）、●新 地域振興課（☎75・0253）、
　●揖 地域振興課（☎72・2523）、●御 地域振興課（☎322・1451）

通院医療費の無料化を18歳まで拡充します！

母子家庭等医療費助成制度の所得基準を緩和します！
こそだて

こそだて

　子育て世代の経済的負担を軽減することにより、安心して子育てができるまちづくりに寄与するため、令和
３年４月から実施している18歳までの入院医療費の無料化に加え、令和４年７月から「通院医療費の無料化」
を18歳まで拡充します。（所得制限あり）
　新たに対象となる16歳から18歳までの方は、事前の申請が必要となります。
　対象の方には、４月中旬に申請書を送付させていただきますので、忘れずに申請してください。
　申請受付後、所得基準について判定の上、該当となる方には６月中に「こども医療費受給者証」を送付しま
す。また、非該当となる方にはその旨お知らせします。
　なお、令和３年４月から実施している高校生等の入院医療費の無料化（高校生等医療費助成制度）に伴う
償還払いについては、令和４年７月から「こども医療費受給者証」を医療機関に提示していただくことで無料
となります。

　母子家庭、父子家庭等のひとり親世帯の経済的支援として、令和４年７月から母子家庭等医療費助成制度の
所得基準を次のとおり緩和します。
　対象世帯には、４月中旬に申請書を送付させていただきますので、忘れずに申請してください。
　申請受付後、所得基準について判定の上、該当となる方には６月中に「母子家庭等医療費受給者証」を送付
します。また、非該当となる方にはその旨お知らせします。

【変更前】	 母（父）又は扶養義務者の所得が、児童扶養手当における受給者本人の全部支給の所得制限限
度額内

【変更後】	 母（父）又は扶養義務者の所得が、児童扶養手当における受給者本人の一部支給の所得制限
限度額内

（※１）16歳から18歳までの方のうち、婚姻をしている方又は婚姻の届出をしていないが事実上婚姻関係と同様の事情にある方は対象外となります。
（※２）扶養義務者の市町村民税所得割額が23万５千円以上の方は対象外となります。

通　　院 令和４年６月まで 令和４年７月から

０歳から15歳までの方
（中学３年生まで）

自己負担額なし（現物給付）
所得制限なし

16歳から18歳までの方
（高校３年生まで）（※１） 助成なし 自己負担額なし（現物給付）

所得制限あり（※２）

入　　院 令和４年６月まで 令和４年７月から

０歳から15歳までの方
（中学３年生まで）

自己負担額なし（現物給付）
所得制限なし

16歳から18歳までの方
（高校３年生まで）（※１）

自己負担額なし（償還払い）
所得制限あり

自己負担額なし（現物給付）
所得制限あり（※２）

７月から

７月から

■制度拡充の内容

■所得基準の変更内容

あいおいニッセイ同和損害
保険㈱様から寄附金贈呈

　あいおいニッセイ同和損害保険株式会社様が
環境保全活動の一環として「保険証券」「WEB
約款」などのペーパーレス化に取り組まれ、経費
削減が図られた成果として、環境保全活動に取
り組む本市に、昨年に引き続き20万円を寄附し
ていただきました。

㈱ホームセンターアグロ様から寄贈

　株式会社ホームセンターアグロ様から、株式会社みな
と銀行が取り扱う「みなと地域貢献寄贈型私募債※『あゆ
み』」の発行に際し、本市へ芝刈り機、ブルーレイレコー
ダー、ワイヤレスマイクセット、ふるさと応援寄附金をいた
だきました。有効に活用させていただきます。
※企業が発行する社債の引受手数料の一部を教育・公共機関等に寄

贈するもので、地域の継続的な発展を願い発行する私募債です。

たつの市の子育てを企業がバックアップ！！

　本市の子育てを応援する企業から、企業版ふるさと納税によるご寄附をいただきました。
　「はつらつベビーまごころ便」などの子育て支援事業に活用させていただきます。ありがとうございました。
寄附企業  18社（50音順）

あいおいニッセイ同和損害保険㈱、㈱一宮電機、エースコック㈱、㈱共立メンテナンス、クミアイ化学工業㈱、佐藤
精機㈱、三相電機㈱、㈱ジェイシーシー、㈱ジャバラ、昭和電工㈱、㈱清交倶楽部、㈱ダイセル、タキロンシーアイ
㈱、ナガセケムテックス㈱、兵庫西農業協同組合、フジプレアム㈱、㈱ホームセンターアグロ、松垣薬品工業㈱

寄附総額  350万円

　たつの市では、潜在保育士の職場復帰支援を行うために、市内の私立保育所・私立認定
こども園に採用された保育士・保育教諭に対し、復帰応援事業補助金を支給します。

▶企画課（☎64・3141）

保育をするならたつの市で！
～たつの市保育士復帰応援事業について～こそだて

▶幼児教育課（☎64・3222、〒679-4192 龍野町富永1005-1）

対 象 者  次の①～⑤をすべて満たす方
①市内の私立保育所・私立認定こども園に直接雇用され、保育士・

保育教諭として新たに勤務を開始し、採用の日から６カ月を経過
した方

②１カ月当たり20日以上かつ１日当たり６時間以上勤務する保育
士・保育教諭として採用された方

③保育施設において、②を勤務条件とする保育士・保育教諭等とし
て３年以上の勤務実績がある方

④たつの市私立保育所等保育士処遇改善事業補助金（※１）の支給を
受けていない方

⑤過去に本事業による補助金の支給を受けていない方
（※１）通算経験年数が７年未満である市内の私立保育所・私立認定こども園

に勤務する保育士・保育教諭を対象とした、賃金改善に係る市の補助金

１日当たりの勤務時間 補助金の額
７時間30分以上 120,000円
７時間以上７時間30分未満 110,000円
６時間以上７時間未満 100,000円

補 助 額

申請書類
①保育士復帰応援事業補助金交付申請書
②保育士登録証又は幼稚園教諭普通免許状の写し
③雇用内容・勤務実績等が分かる書類
※申請書類は、各保育施設、幼児教育課及び各総合支所地

域振興課に設置、市ホームページに掲載しています。

申請方法  申請書類を幼児教育課へ郵送又は持参してください。

写真右：あいおいニッセイ同和損害保険㈱
神戸支店 河上 直人 理事支店長

写真中央：㈱ホームセンターアグロ 安黒 嘉宣 会長
写真右：㈱みなと銀行 武市 寿一 代表取締役社長
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「すくすく子育て教室（私立）」参加者を募集

みんなでつくる こども食堂 ― 今度、ごはん食べにおいでよ！ ―

こそだて

こそだて

　保育の専門知識と技
能を持つこども園・保
育園職員や相談員があ
なたの子育てをサポー
トします。

内 容 	 子育て講座、遊びによる体験保育、育児
の個人相談など

募集人数 	 各私立保育所・認定こども園20組程度
対 象 者 	 在宅乳幼児とその保護者
参 加 費 	 無料
申込期間 	 ４月18日（月）～
	 （受付は９時30分～16時30分）
※先着順
※詳細については各園にお問い合わせください。
申込・問い合わせ先  参加希望のこども園・保育園

開催場所
施設名 所在地 電　話

たんぽぽ保育園 龍野町宮脇10-4 ☎6 3・2 7 7 7
旭こども園 龍野町富永16 ☎6 3・1 8 4 8
あそびの丘 揖西町小畑541-1 ☎7 2・8 8 2 5
揖保みどり保育園 揖保町揖保中97-3 ☎6 7・8 0 5 5
龍野太陽保育園 揖保町今市334-1 ☎6 7・1 3 5 1
すみれこども園 揖保町西構46-1 ☎6 7・0 3 3 7
西楽保育園 神岡町東觜崎92-2 ☎6 5・1 8 6 0
まことこども園 神岡町沢田467-1 ☎6 5・1 5 6 9
東栗栖保育園 新宮町能地338-2 ☎7 5・0 1 8 8
香島保育園 新宮町香山1430-1 ☎7 7・1 0 1 4
心光こども園 新宮町仙正187-4 ☎7 5・3 3 1 8
まあや学園　　 揖保川町二塚385-1 ☎7 2・4 6 3 0
第一仏光こども園 揖保川町山津屋67-2 ☎7 2・3 2 4 0
じょうせんこども園 御津町朝臣130 ☎322・1870
岩見保育所 御津町岩見1462 ☎322・3657

あそびの丘

　たつの市では、子どもの多様な学び・体験の場となり、地域のつながりや見守りの役割も果たす場所として
「こども食堂」を応援しています。
　こども食堂運営支援事業による「こども食堂」は市内５カ所（令和４年３月現在）で開催されています。
　こども食堂をやってみようかな、詳しく聞いてみたいなと思われる方は、児童福祉課へご連絡ください。

▶児童福祉課（☎64・3220）

新宮フレチャイキッチン
（新宮ふれあい会館内）

龍野コドモキッチン
（龍野町日山）

小宅コドモキッチン
（龍野町富永）

Manaごはん
（総合隣保館内）

サロン「田舎の家」
キッズカフェ

（揖保川町野田）

❶ ❷

を紹介します

❸

❹
❺

特別児童扶養手当
対 象 者 	 身体又は精神に障害がある児童を養育している保護者
支給期間 	 児童が20歳になるまで 
	 令和４年４月分から改定	
	 【１級】52,400円 　【２級】34,900円
そ の 他 	 手当を受給中の方で、児童の障害の程度が重くなっ

た場合等は届出が必要です。詳しくはお問い合わせ
ください。

児童手当等・児童扶養手当・特別児童扶養手当のお知らせ
　お子さんが生まれたとき、引越しをするとき、婚姻・離婚等で保護者が変更になるとき、児童と別居すること
になったとき等は、速やかに届出をしてください。
　届出を忘れると、本来受けることができる手当が受けられなくなることがあります。
児 童 手 当 等

対 象 者 	 児童を養育している保護者（２名以上いる場合は、より所得が高い方）
支給期間 	 児童が15歳になった最初の３月末まで
	 ◆児童手当	【３歳未満】
	 15,000円
	 ◆特例給付　一律　5,000円
※令和４年６月分（10月振込分）から所得上限限度額を超える場合は、手当が支給されなくなります。詳しくは、市ホーム

ページ「児童手当」をご覧ください。

児 童 扶 養 手 当
対 象 者 	 父又は母と生計をともにできない

児童を養育している保護者等
支給期間 	 児童が18歳になった最初の３月末

まで
	 令和４年４月分から改定
	 43,070円～10,160円
	 （対象児童が１名の場合）

「おいで保育所・こども園へ（公立）」参加者を募集
　保育所・こども園に体験入園
してみませんか。お子さんと在
園児との交流、保護者同士の
情報交換や保育士・保育教諭
への育児の相談もできます。
と　　き 	 年10回程度
募集人数 	 各公立保育所・認

定こども園10組
対 象 者 	 １歳以上（令和４年４月１日現在）の在宅幼児

とその保護者
参 加 費 	 無料
申込期間 	 ４月18日（月）～５月９日（月）
	 ９時30分～16時30分
申込方法 	 各園で申込用紙を記入  ※先着順
	 ※詳細については各園にお問い合わせください。

御津北こども園

申込・問い合わせ先  参加希望の保育所・こども園

開催場所

「ミミちゃんクラス（未就園児学級）」参加者を募集
　親子ふれあい遊び、製作、運動遊びなどの楽しい活動をします。保護者同士の情報交換や幼稚園教諭への
育児の相談もできます。
と こ ろ 	 河内幼稚園　　 対 象 者   １歳児～３歳児の在宅幼児とその保護者
実施回数 	 月４回 ※おやつ代等の費用を負担していただく場合があります。  　 申込・問い合わせ先   河内幼稚園（☎72・2586）

施設名 所在地 電　話
龍野こども園 龍野町上霞城130 ☎︎62・0392
小宅北こども園 龍野町片山６ ☎63・0487
小宅南こども園 龍野町富永404 ☎63・4640
揖西東こども園 揖西町清水30-1 ☎66・0270
揖西中こども園 揖西町構47-1 ☎ 6 6・24 05
誉田こども園 誉田町広山507-5 ☎ 63・0 816
神岡保育所 神岡町田中668-2 ☎ 6 5・119 3
西栗栖こども園 新宮町鍛冶屋77 ☎78・0 813
新宮こども園 新宮町新宮430-1 ☎7 5・418 5
神部こども園 揖保川町黍田5-2 ☎7 2・24 87
御津北こども園 御津町中島980 ☎322・2278
御津南こども園 御津町岩見320 ☎322・2502

手 当 額
（月額）

手 当 額
（月額）

手 当 額
（月額）

▶児童福祉課（☎64・3153）、●新 地域振興課（☎75・0253）、　●揖 地域振興課（☎72・2523）、
●御 地域振興課（☎322・1451）

こそだて

こそだて

こそだて

【３歳以上～小学校修了前】 
10,000円（第３子以降15,000円）

【中学生】
10,000円
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　３月から４月にかけて、冬眠から目覚めた女王バチは巣作りのために活動を始めます。
　女王バチを捕まえて、巣作りを事前に食い止めるため、「ハチ取り器」等を活用してください。
　ただし、巣が完成すると女王バチは巣から出てこなくなり働きバチしか飛来しなくなるため、逆に
ハチを引き寄せることになるので「ハチ取り器」の設置はやめてください。
　「ハチ取り器」はホームセンター等でも購入できますが、ご自宅にある物で作ることが可能です。

（作り方等は市ホームページで紹介しています）

令和４・５年度の後期高齢者医療保険料率を決定しましたご存知ですか？障害のある方等への手当について

スズメバチにご注意ください

　後期高齢者医療制度の保険料を決める基準である保険料率（均等割額と
所得割率）は２年ごとに見直されます。

　障害者（児）又はその介護者の方に次の手当を支給しています。

対 象 者 	
市内に１年以上住所を有し、次の障害者手帳をお持ちの方

（障害関係施設入所者は、市が援護している方に限る）
支 給 額

【身体障害者手帳１・２級、療育手帳Ａ判定、精神障害者
保健福祉手帳１級所持者】  月額3,000円

【身体障害者手帳３級、療育手帳Ｂ１判定、精神障害者保
健福祉手帳２級所持者】  月額1,500円

【身体障害者手帳４級、療育手帳Ｂ２判定所持者】  月額750円
※申請月の翌月分から支給します。
支 給 月 	 ８月、２月

　スズメバチの巣の駆除に係る費用の一部を補助します。
※補助対象外となる場合があるため、必ず、事前に環境課

にご相談ください。
補助対象 	 次の全ての要件を満たすもの
①活動中のスズメバチの巣（アシナガバチ等は対象外）
②個人所有の「住居」・「住居と同一敷地内にある納屋、

庭等」に営巣されたもの。
「空き家」の場合は住居、公園等からおおむね10メート
ル以内に営巣されたもの
※田畑、山林、事業に供する建物等に営巣されたもの

は対象外
③市の指定業者に依頼した駆除
補助金額 	 駆除に要した費用の２分の１（千円未満の端

数は切り捨て上限１万円）
	 ※ただし、予算の範囲内に限ります。
交付申請 	 駆除した日から30日以内又は３月31日のいず

れか早い日までに申請してください。

対 象 者
65歳未満の障害者で、居宅で６カ月以上常時寝たきり又
はこれと同様の状態にあり、日常生活において常時介護
を必要とする重度の心身障害者を介護する方
※障害者が過去１年間に自立支援給付サービス（自立支

援医療費、補装具費の支給を除く）を受けている場合
や、市町村民税課税世帯の場合等、対象にならない場
合があります。

支 給 額 	 年額10万円
支 給 月 	 ２月

対 象 者
精神又は身体に著しく重度の障害があるため、日常生活に
おいて常時特別の介護を必要とする在宅の20歳以上の方
※社会福祉施設に入所している場合等、対象とならない

場合があります。
支 給 額 	 月額27,300円
支 給 月 	 ５月、８月、11月、２月

対 象 者
精神又は身体に著しく重度の障害があるため、日常生活
において常時介護を必要とする在宅の20歳未満の方
※社会福祉施設に入所している場合等、対象にならない

場合があります。
支 給 額 	 月額14,850円
支 給 月 	 ５月、８月、11月、２月

　年間の保険料は被保険者一人ひとりが等しく負担する「均等割額」と前年の所得に応じて負担
する「所得割額」の合計となります。

　個人ごとの保険料額は、７月中旬に送付する保険料額決定通知書でお知らせします。

　制度に加入する前日に、会社の健康保険などの被用者保険の被扶養者であった方は、所得割額
がかからず、後期高齢者医療制度の被保険者となってから２年間は均等割額が５割軽減され、年
額25,073円となります。
　なお、国民健康保険・国民健康保険組合に加入されていた方は対象となりません。
※被扶養者であった方でも、世帯の所得が低い方の軽減を受けることができます。ただし、両方受けることができる場

合は、軽減割合の高い方が適用されます。

　世帯（世帯主と世帯内の被保険者）の令和３年中の総所得金額等が基準額以下の方は、均等割
額が軽減されます。

兵庫県後期高齢者医療広域連合の保険料率

障害者福祉金

スズメバチ対策（ハチ取り器）

スズメバチの駆除費用を補助します

重度心身障害者介護手当

特別障害者手当 障害児福祉手当

兵庫県の令和４年度保険料の計算方法

保険料額の通知について

所得の低い方の軽減（令和４年度）

被扶養者であった方の軽減

均等割額 所得割率 賦課限度額
令和４・５年度 50,147円 10.28％ 66万円
令和２・３年度 51,371円 10.49％ 64万円

均等割額 保険料額（年額）所得割額
50,147円 （上限66万円）（総所得金額等（注）－43万円）×所得割率10.28％＋ ＝

（注）	総所得金額等とは収入額から次の控除額を引いた金額です。（公的年金等控除額、給与所得控除額、必要経費。
ただし、所得控除額（社会保険料控除額、扶養控除額等）は含みません）

※65歳以上の公的年金受給者は、総所得金額等から年金所得の範囲内で最大15万円を控除し、軽減判定します。

総所得金額等（被保険者＋世帯主）が次の基準額以下の世帯 軽減割合（軽減後均等割額：年額）
基礎控除額（43万円）＋ 10万円 ×（年金・給与所得者数－1） ７割（15,044円）

基礎控除額（43万円）＋ 28.5万円 × 被保険者数＋10万円 ×
（年金・給与所得者数－1） ５割（25,073円）

基礎控除額（43万円）＋ 52万円 × 被保険者数＋10万円 ×
（年金・給与所得者数－1） ２割（40,117円）

▶国保医療年金課（☎64・3240）、●新 地域振興課（☎75・0253）、●揖 地域振興課（☎72・2523）、
●御 地域振興課（☎322・1451）、兵庫県後期高齢者医療広域連合（コールセンター）（☎078・326・2021）

▶地域福祉課（☎64・3204）

「ハチ取り器」の例

指定業者

※指定業者は随時更新していますので、環境課へご確認
ください。

▶環境課（☎64・3150）

指定業者名 電話番号
㈱ホームトータル消毒 ☎0790・49・2598
㈲ダスキン赤とんぼ ☎0791・75・2212
昭和駆除㈱ ☎079・294・3425
兵庫県環境サービス㈱ ☎079・437・4814
衛生管理㈱ ☎079・230・0333
タイシ消毒 ☎079・276・5583
エース消毒㈱ ☎079・297・6844
環境管理㈱ ☎079・240・7769
神姫警備保障㈱ ☎079・231・0440
㈱ダスキンユニオン飾磨支店 ☎079・234・7344

※１月から12月までの手当を翌年２月
に支給します。

※届け出順

駆除費用 	 市では標準料金の設定はしていません。事前
に複数の指定業者へご確認ください。
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売
却
区
分
番
号 
１

【土地・建物】見積価額（最低入札価額）2,680,000円　公売保証金 270,000円

売
却
区
分
番
号 

２

【土地】見積価額（最低入札価額）600,000円　公売保証金 60,000円

売
却
区
分
番
号 

３

【土地】見積価額（最低入札価額）3,780,000円　公売保証金 380,000円

売
却
区
分
番
号 

４

【土地】見積価額（最低入札価額）1,950,000円　公売保証金 200,000円

差押不動産を公売
　市の財政運営の基盤である市税収入の確保と税
の公平性を期すため、滞納処分強化策として市が
差し押さえた不動産を一般公売します。

公売日時 	 令和４年６月８日（水）　
	 入札10時30分　開札10時40分
	 ※公売保証金納付時間  10時～10時20分
公売会場 	 市役所新館２階 202・203会議室
公売方法 	 期日入札（売却区分番号ごとに売却します）
売却決定日時 	 令和４年６月29日（水）10時
※暴力団員等の買受防止措置の創設により、暴力団員

等の該当調査の結果が期日までに判明しない場合、
売却決定の日時及び代金納付期限が延長されます。

売却決定場所 	 納税課
代金納付期限 	 令和４年６月29日（水）11時

▶納税課（☎64・3214）

入札に参加される方へ
・詳細については、たつの市不動産公売ガイドラインを必ず

ご覧ください。
　（市ホームページ又は納税課窓口で閲覧できます）

・公売当日は、次のものを持参してください。
●公売保証金、●身分証明書（運転免許証等）、●買受適格証
明書、●委任状〔入札者が本人以外の場合（共同入札される
場合は共同入札者全員分）〕、●公売保証金返還時の収入印紙

（200円分）〔入札者が営利法人又は個人営業者で返還を受け
る公売保証金の金額が５万円以上の場合〕、●共同入札代表者
届出書兼持分内訳書（共同入札される場合）、●陳述書（入札者

（入札者が法人である場合は、その役員を含む）、自己の計算に
おいて入札をさせようとする者（その者が法人である場合は、
その役員を含む）が暴力団員等に該当しない旨を記述）
・権利移転費用（登録免許税等）は買受人負担となります。
・地目、面積等は公簿表示によります。
・境界は買受人と隣地所有者との協議が必要です。
・現地確認等は参加者自身で行ってください。
・対象物件に関する書類は、納税課窓口で閲覧してください。
・滞納税の完納等により、公売中止となる場合があります。

【公売財産】

【土地】	 所在  御津町釜屋字寅浜新田149番	 地目  田	 面積  189.00㎡
	 所在  御津町釜屋字寅浜新田149番4	 地目  宅地	 面積  208.24㎡
【建物】	 所在  御津町釜屋字寅浜新田149番地4、149番地	 家屋番号  149番4　
	 種類等  倉庫（木造瓦葺、平家建）		  面積  34.42㎡　　　※市街化区域内

【土地】	 所在  神岡町筒井字垣ノ内114番2	 地目  畑	 面積  492㎡
	 所在  神岡町筒井字垣ノ内114番3	 地目  畑	 面積  638㎡
	 所在  神岡町筒井字垣ノ内114番4	 地目  畑	 面積  187㎡　　※市街化調整区域内

【土地】	 所在  揖西町小神字芦原162番5	 地目  宅地	 面積  96.66㎡　　　※市街化区域内

※本図面は、土地の境界を示すものではありません。

※本図面は、土地の境界を示すものではありません。

※本図面は、土地の境界を示すものではありません。

※本図面は、土地の境界を示すものではありません。

【土地】	 所在 神岡町沢田字下与940番2	 地目  田	 面積 1003㎡　※市街化調整区域内
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納付方法
窓口納付 自動引落 インターネット

金融機関 市役所各総合支所 コンビニエンスストア 口座振替 スマホアプリ決済

対象税目 〇市・県民税（普通徴収分）　　〇固定資産税・都市計画税　　〇軽自動車税（種別割）
〇国民健康保険税（普通徴収分）

手数料の有無 なし なし なし なし なし

領収証書の有無 あり あり あり なし なし

備考

【取扱金融機関】
三井住友銀行、みな
と銀行、トマト銀行、
姫路信用金庫、播州
信用金庫、兵庫信用
金庫、西兵庫信用金
庫、兵庫県医療信用
組合、兵庫県信用組
合、兵庫西農業協同
組合、なぎさ信用漁業
協同組合連合会、ゆう
ちょ銀行（郵便局）

【納付場所】
市役所会計課

各総合支所
地域振興課

〇30万円までの
　納付書のみ

〇一度手続きすれ
ばその後は自動
的に引落し

〇申込用紙は市役
所及び市内の金
融機関の窓口に
設置

【取扱アプリ】
PayPay、LINE Pay、
楽天銀行、au PAY、
PayB、銀行Pay

〇24時間いつでも
　納付可能

〇軽自動車税のうち車検を必要とする
車両については、５月下旬にたつの市
から納税証明書（継続検査用）を送付

※納期限内に納付された方のみ

※売却区分番号１～３の公売財産については農地のため、入札を希望する場合は、たつの市農業委員会が発行する「買受適格証明
書」が必要になります。5月10日（火）までに農業委員会で申請してください。なお、利用する用途により、買受適格証明が発行で
きない場合もありますので、お早めにご相談ください。
申請手続き等の詳細は、農業委員会事務局（☎64・3185）にお問い合わせください。

▶納税課（☎64・3144）　各納付方法の詳細は、市ホームページにも掲載しています！

市税等の納付
方法一覧

　市税等の納付には、市役所からお送りした納付書を使って金融機関やコンビニ
の窓口で納付する方法のほかに、口座振替やスマホアプリを利用して納付する方
法があります。市税等は定められた納期限内に納付しましょう！

安心・
便利！
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外出促進・熱中症予防
体操・地域情報 動画・写真

見始めました通知
温度・湿度・照度等

視聴履歴
温度・湿度・照度等

実証実験用機器 モニター 離れて暮らすご家族

募集人数 	 ２名　　 応募資格   市内在住で、平日昼間の会議に出席できる満18歳以上の方
任 期 	 委嘱日～令和５年３月31日
応募方法 	 企画課に備え付けの申込書（市ホームページからダウンロード可）を持参、
	 メール、郵送、ファックスのいずれかで提出　 申込書はこちらから▶
応募期限 	 ５月６日（金）必着
選 考   書類審査の上、選考結果を本人に通知します。
応募・問い合わせ先   企画課（☎64・3141、  63・3786、  kikaku@city.tatsuno.lg.jp）

　このチャンスに、生まれ育った
たつの市の良いところを知り尽く
したいと思います。赤とんぼくん
とあかねちゃんがたつの市を象徴
するイメージキャラクターである
とするなら、プリンセスたつのは
コミュニケーションを通じてたつ
の市の魅力を発信する観光大使
でありたいです。１年間、責任を
持って務めさせていただきます。

市営駐車場（下川原）がオープンしました

創業支援補助金の交付希望者を募集

たつの市行財政改革推進委員会公募委員を募集

テレビを活用した高齢者の見守りに関する実証実験参加者を募集

受け取ろう！ 20年後の自分に宛てたメッセージ

神岡幼稚園・香島幼稚園　閉園のお知らせ

　龍野地区内に整備を進めていました、たつの市営駐車場（下川原）の供用を開始しました。龍野地区の
町並み散策等にご利用ください。

　市内で創業を計画している方に対して、その創業に係る経費の一部を補助します。

　１人暮らしの高齢者を対象に離れて暮らす家族や行政から、テレビに写真や動画を配信し、見守りを行う
実証実験の参加者を募集します。

　平成14年３月１日に旧御津町合併50周年記念事業として、御津小学校・室津小学校・御津中学校の３校におい
て、当時の在校生が20年後の自分に宛てたメッセージをタイムカプセルに封入しました。
　３月６日（日）に、御津総合支所・御津公民館玄関前において、３校の代表者参加のもと「御津 タイムカプセル

開封式」を行いましたので、タイムカプセルに納められていたメッセージ
をお受け取りください。
　一人でも多くの方にお受け取りいただくため、ご家族・ご友人等対象者
の方へのお声掛けやグループライン等での周知をお願いします。

　３月16日（水）、神岡幼稚園と香
島幼稚園の閉園式を行いました。
　これまで支え、育んでいただい
た地域の皆様への感謝の気持ち
と共に、神岡においては65年、香
島においては67年の歴史に幕を
閉じました。
▶幼児教育課（☎64・3222）

揖保川揖保川

龍野
図書館 竜野橋

●

市営駐車場
（下川原）

駐車料金 （入場時から24時間以内）　
◆普通車 300円　◆大型車 1,000円
※ただし、入場時から24時間を経過するごと

に、上記金額を加算します。
支払方法 	 料金前払いチケット方式です。駐

車証明書を、ダッシュボードの見
える位置に置いてください。

補 助 額 	 店舗建築・店舗改修・店舗設備購入等経費の２分の１（限度額150万円）
募集期間 	 ４月11日（月）～５月31日（火）
応募方法 	 商工振興課へ事前連絡の上、必要書類をご提出ください。提出時に面談を行います。
	 ※詳しくは、お問い合わせください。
選考方法 	 募集期間終了後、審査を行い、採用の可否を決定の上、連絡します。

対 象 者 	 次の全ての条件を満たす方
①市外に離れて暮らす家族が居る市内在住の
　満65歳以上の１人暮らしの方
②家にテレビがある方（専用の機器を貸し出し
　普段お使いのテレビに接続します。機器に通信機能が内蔵されているため、新たに通信環境等の整備は不要です）
③写真や動画の視聴履歴、部屋の温湿度、照度等の情報提供にご協力いただける方
④家族による動画配信・写真送付等にご協力いただける方（専用のアプリで簡単に配信できます）
実証実験期間   ７月～９月の３カ月間（予定）　　 募集人数   10名　　 募集期限   ５月31日（火）
応募方法 	 高年福祉課へ電話でお問い合わせください。担当職員がお名前や
	 生活の様子、家族の状況等を確認させていただきます。

受付期間 	 ３月10日（木）～令和５年３月31日（金）
対 象 者 	 平成14年３月当時、御津町内の小中学校に在籍されており、タ

イムカプセルにメッセージを封入された方（昭和61年４月２日
～平成７年４月１日生まれの方）

受取場所 	 御津総合支所地域振興課（室津小学校分は室津出張所）
受取方法 	 運転免許証等本人確認書類をご用意の上、窓口で受取申請書

にご記入ください。（郵送での申請・受け取りを希望される方
は、市ホームページで申請手続きをご確認ください）

▶観光振興課（☎64・3156）

▶●御 地域振興課（☎322・1001）

▶商工振興課（☎︎64・3158）

▶高年福祉課（☎64・3152）

　市の行財政改革の推進に当たり、市民の皆さんからご意見をいただくため、公募委員を募集します。なお、
公募委員は、たつの市指定管理者審査委員会委員にも就任いただきます。
※本委員会は、各種団体代表者と公募委員の12名以内で構成します。

2022プリンセスたつの決定！
　たつの市親善大使の「2022プリンセスたつの」が決定しました。１年間、市内外での観光PRイベントな
どでご活躍いただきます。
　お二人とも、明るく元気いっぱいの大学生です！

　大学では、外国語を専攻してお
ります。生まれ育ったたつの市の美
しい自然や文化を国内だけでなく、
世界へ発信したいです。コロナウイ
ルスの影響が収まらない日々が続
いておりますが、“I wanna bring 
a bright smile to everyone!” 

（すべての人に明るい笑顔を届けた
い！）みなさんとワクワクする時間
を共有したいです。

大
おお

野
の

  芙
ふ

美
み

さん（写真左） 長
なが

井
い

  美
み

由
ゆ

紀
き

さん（写真右）

神岡幼稚園閉園式香島幼稚園閉園式

▶観光振興課（☎64・3156）
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申込方法
①ウェブ申し込み（モシコム）
　※手数料がかかります。
　右のＱＲコードからアクセスしてください。
②上郡町スポーツセンター（上郡町竹万29）又は上

郡ピュアランド山の里（上郡町山野里2748-1）に、
参加申込書／誓約書と参加費を提出

※詳細はお問い合わせください。

令和４年度たつの市観光写真コンテスト作品を募集室津海駅館企画展 「アートは目的地ではなく旅です
―Brian Zichi Lorentz 作品展―」を開催

あなたの詩を募集しています！
第38回三木露風賞新しい童謡コンクール作品を募集

　四季を通じてたつの市の風景、イベント、人物、花、産業など、さまざまな視点からたつの市の魅力や
感動を伝える写真を募集しています。

　御津町を拠点に活動する水彩画家ブライアン・ジーチ・ローレンツさんの作品から、室津・新舞子など
の海景や風景画などを中心に展示します。 サ イ ズ 	 ４つ切カラー又はモノクロの単写真（ワイド４つ切可）

作 品 	 ３年以内にたつの市で撮影した観光ＰＲになるような
もの（特に、日本遺産に認定された「室津の北前船関連
文化財」や重伝建地区に選定された「龍野の町並み」）。
自作品で未発表のものに限ります。合成加工写真は不
可とします。

応募期限 	 11月18日（金）
応 募 数 	 １人５点以内
応募方法 	 市役所、各総合支所及び市内公共施設等に設置してい

る応募用紙の受付票と作品票に必要事項を記入し、作
品票は作品裏面に貼付の上、受付票とともに持参又は
郵送で観光振興課へ提出。なお、応募作品は、審査結
果にかかわらず返却できませんので、ご了承の上ご応募
ください。

賞 	 推薦１点、特選６点、入選25点

と き 	 ４月23日（土）～５月29日（日） ９時30分～17時（入館は16時30分まで）
休 館 日 	 毎週月曜日、５月６日（金）・10日（火）・11日（水）
入 館 料 	 高校生以上200円、小中学生100円
関連行事

似顔絵ワークショップ
◇講　師　ブライアン・ジーチ・ローレンツさん
◇と　き　５月１日（日） 13時30分～15時
◇対　象　小学生以下
◇定　員　10名（先着順）
◇参加費　無料（入館料は必要。ひょうごっ子ココロ

ンカード提示で無料）
◇持ち物　好きな画材（水彩絵具・色鉛筆・クレヨンな

ど）、鏡（自画像用）、写真（描きたい人が
写ったもの）

◇申込方法　室津海駅館窓口又は電話で申し込み

▶室津海駅館（☎324・0595）

　新緑を楽しみながら公園内にあるハイキングコースをゆっくり歩きます。
と き 	 ５月７日（土）９時～14時30分 ※雨天中止　　 と こ ろ   国見の森公園
定 員 	 20名 ※先着順　　 参 加 料   一般200円、小学生以下100円
必要なもの 	 弁当、飲み物、雨具

▶県立国見の森公園（☎0790・64・0923、宍粟市山崎町上比地374）（月曜定休）

　カヌーとトレイルランを組み合わせた新しいレースを開催します。

応募作品について
応募作品 	 このコンクールのために創作された未発表の

個人のオリジナル詩であること
応 募 数 	 １人３編以内
審 査 料 	 １編につき1,000円（高校生以下は無料）
応募規定 	 400字詰め原稿用紙（Ａ４判）に詩を縦書きに

し、原稿用紙の裏面に必ず郵便番号・住所・氏
名（ふりがな）・生年月日・職業（学年）・電話番号
をご記入ください。（注：原稿用紙以外に書い
たものは、無効となりますのでご了承ください）

　童謡作詩の基礎やコツなどが学べる作詩セミナーとミニコンサートを開催します。
と き 	 ４月17日（日）13時30分～　　 と こ ろ   赤とんぼ文化ホール　リハーサル室
参 加 費 	 無料（要申し込み　定員50名）
申込方法 	 ４月14日（木）までに赤とんぼ文化ホールへお申し込みください。（☎63・1888）

令和３年度市長賞

令和３年度市議会議長賞▶観光振興課（☎64・3156）

応募方法 　持参又は郵送
審査料支払い方法
作品を赤とんぼ文化ホールへ持参時にお支払いいた
だくか、郵便局でお振り込みください。

【振込先】
口座番号 	 01110－8－65448　
加入者名 	 公益財団法人童謡の里龍野文化振興財団

	 ※通信欄に氏名・住所・生年月日・電話
番号をご記入ください。

応募期限 	 ７月１日（金） ※当日消印有効

応募・問い合わせ先 	（公財）童謡の里龍野文化振興財団「三木露風賞係」（赤とんぼ文化ホール内）
	 （☎︎63・1888、〒679-4167 龍野町富永）

プ レ イ ベ ン ト 第22回 作詩セミナー＆ミニコンサート

国見の森主催「カメさんハイキング」参加者を募集

第１回上郡ピュアスロン山の里開催！

▶上郡ピュアスロン山の里実行委員会事務局（☎0791・52・1116）

と き 	 ６月４日（土）・５日（日）８時～  ※雨天決行
と こ ろ 	 上郡ピュアランド山の里周辺
参加条件 	 当日の朝、カヌーの講習会に参加すること。
参 加 費 	 4,000円（保険料含む）  ※返金はありません。
※上郡町内に在住、在勤・在学、上郡町Ｂ＆Ｇ会員の方

が、スポーツセンター又はピュアランド山の里で申し込
むと、半額になります。

定 員 	 約90名  ※定員に達し次第、締め切り
申込期限 	 ５月18日（水） ※当日消印有効

Lotus  Pond（睡蓮の池）
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龍野体育館スイミングスクール特別体験教室参加者を募集学都たつのの輝きと歴史・文化が薫るまちを目指して

「ミニ駅伝大会」参加者を募集

御津体育館スポーツ教室受講生を募集

たつの市民ゴルフ大会参加者を募集

元気アップ教室
　軽快な音楽に合わせた有酸素運動で心も体も元気にな
りましょう。
と き 	 ５月13日（金）～７月15日（金）13時～14時
受 講 料 	  3,000円（全10回）　　 定 員   20名

※定員を超えた場合は、４月23日（土）に事務局で抽選。受
講できる方には、４月23日（土）に連絡します。
定員に満たない場合は、４月24日（日）の13時から追加募
集します。

申込期間 	 ４月12日（火）～４月22日（金）９時～17時
	 （月曜日休館）
申込方法 	 御津体育館窓口へ申し込み（電話、ファック

ス、代理申込不可）
ファミリーバドミントン教室
と き 	 ５月12日（木）～７月21日（木）
	 19時30分～21時30分  ※6月9日（木）は休み
受 講 料 	 300円（全10回）　　 定 員   20名

と き 	 ５月22日（日） ８時30分〜
と こ ろ   新宮リバーパーク　
参加資格 	 ３人１組のチームが組める方。市外からの参

加も受け付けます。
部 門 	 ①親子の部（小学生と親の３人チーム）②友
達の部（小学生男子・女子、中学生男子・女子、高校生男
子・女子、一般男子・女子）③シルバーの部（３人の合計年
齢が160歳以上）④フリーの部（①～③以外の組み合わせ）

と き 	 ５月15日（日）・６月12日（日） ９時～10時
と こ ろ 	 龍野体育館温水プール
対 象 者 	 ５歳～小学生まで
参 加 料 	  1,000円（申し込み時に納入）
定 員 	 各日30名
申込期間 	 各実施日の２日前まで  ９時～19時
	 （日曜日は17時まで。月曜日休館日）

と き 	 ５月11日（水）９時３分スタート
と こ ろ 	 龍野クラシックゴルフ倶楽部
競技方法 	 18ホールストロークプレー （ダブルペリア方式）
参加資格 	 市内在住又は在勤の方
参 加 費 	 4,000円（当日集金）
プレー費 （自己負担）	【昼食付・キャディなし】6,980円
		  【昼食付・キャディあり】10,280円
定 員 	 80名（20組）定員になり次第締め切り

申込方法 	 龍野体育館窓口へ申し込み
持 ち 物 	 水着・キャップ・ゴーグル・タオル
そ の 他 	 新型コロナウイルス感染

拡大防止のため、中止す
る場合があります。

▶スポーツ振興課（龍野体育館）（☎63・2261）

▶スポーツ振興課（龍野体育館）（☎63・2261、  63・4470）

申込期限 	 ４月24日（日）まで　９時～19時
	 （日曜日は17時まで。月曜日休館）
申込方法 	 龍野体育館窓口又はファックスでお申し込み

ください。（電話申込不可）
そ の 他 	 新型コロナウイルス感染防止等のため、中止

する場合があります。
申込・問い合わせ先   市体育協会ゴルフ部 飯田（☎72・3720）

距 離 	 １区・２区（1,450ｍ）３区（2,900ｍ）
参 加 費 	 １人100円（当日集金）
申込期限 	 ５月13日（金）
申込方法 	 龍野体育館・揖保川スポーツセンター・御津体

育館・新宮スポーツセンターに設置している申
込用紙に記載の上、お申し込みください。

▶新宮スポーツセンター（☎75・1792）

申込期間 	 ４月12日（火）～４月22日（金）９時～17時
	 （月曜日休館）
申込方法 	 御津体育館窓口へ申し込み（電話、ファックス、

代理申込不可）

バドミントン教室
と き 	 ５月18日（水）～６月17日（金）
	 ９時30分～11時30分
受 講 料 	  300円（全10回）　　 定 員   20名
申込期間 	 ４月12日（火）～４月22日（金）９時～17時
	 （月曜日休館）
申込方法 	 御津体育館窓口へ申し込み（電話、ファックス、

代理申込不可）
そ の 他 	 いずれの教室も、新型コロナウイルス感染症

の状況により中止する場合があります。その場
合は、市ホームページ等でお知らせします。

▶スポーツ振興課（御津体育館）（☎322・3012）
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入学・進級の季節を迎えました
～子育て世帯への支援～

　たつの市では、基本指針の一つである「ひとづくりへの挑戦～学都たつのの輝きと歴
史・文化が薫るまち～」を進めるために、義務教育９年間の充実を図っています。学力向
上対策の推進や体験学習の充実のほか、道徳教育や特別支援教育の充実など、豊かな
人間性を育み、創造力あふれる子どもを育てるために、特色ある取組を進めています。
　４月７日は、市内小中学校で入学式が行われ、小中あわせて約1,250名の新入生が、
目を輝かせながら校門をくぐり、学校生活をスタートしました。たつの市では、たつの市
立中学校へ入学された新１年生には、通学の安全確保のため、通学用ヘルメットを配布
しています。また、小学校では、祝入学支援事業として、入学に際し、必要となる文房具や教材を贈呈しました。これ
は、企業版ふるさと納税として協賛していただいた企業からの寄附金の一部を活用して行っているものです。

　他にも、中学生の保護者に対する学校給食費の補助や中学生対象の英語検
定受験料補助など、子育て世帯への支援を行っています。
　１月22日（土）には、たつの市役所で令和３年度第３回英語検定を実施し、
たつの市内の中学生119名が受験しました。「英検をたつの市で受験できてよ
かった」「英語力向上のために、次も受験したい」という声が多くあり、今後も、
たつの市内会場での英語検定を実施する予定です。

▶学校教育課（☎64・3179）

祝入学支援事業

たつの市役所での英語検定

スマートフォン、タブレット用
ＱＲコードはこちら▶▶▶修了テストに合格すれば、

「受講証明書」がもらえます。

2022年１月１日からの

市内の災害状況
（3月20日現在）

火災 5件  救急 799件  救助 19件
西はりま消防組合ホームページのご案内
http://fd-nishiharima.jp/

災害情報案内（自動音声案内）
☎0791・76・7150

休日・夜間病院案内（自動音声案内）
☎0791・76・7160
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たつの市内
救急件数

（1/1〜3/20）

799件
（前年比＋144件）

うち、搬送困難
事案

77件
（前年比＋37件）

搬送困難事案とは
「医療機関受入れ照会４回以上」かつ、「現
場滞在時間30分以上」と定義しています。

災害対応特殊救急自動車（たつの96）
ベース車 トヨタ　ハイエース
配 備 先 たつの消防署光都分署
総排気量 2,699cc
定 員 ７人
駆動方式 四輪駆動方式
患者監視装置や除細動器、人工呼
吸器など、応急処置を行うための高
度な救急資機材や、車両動態管理
システム（AVM）、防振ベッド、デジ
タル無線などを搭載しています。

消
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「おうち時間」を「健康づくり」のきっかけに！
できることから始めましょう！

国民年金保険料3月分
▶口座振替日　５月２日（月）
　定額１カ月　16,610円
　付 加 つ き　17,010円
　現金納付の方もお忘れなく、５月２日
（月）までに、金融機関、郵便局、コンビ
ニエンスストアで納めてください。

納付 学生納付
特例 未納

老齢基礎年金
受給資格期間
への算入 ○ ○ ×

年金額への反映 ○ × ×

障害基礎年金
遺族基礎年金

受給資格期間
への算入 ○ ○ ×

※�障害基礎年金及び遺族基礎年金を受け取るためには一定の要
件があります。

※�承認された期間の保険料を10年以内に納付（追納）すると年
金額に反映されます。

令和４年度新規事業の紹介
　国民年金第１号被保険者の方が妊娠・出産される際に、届出をすること
で産前産後期間の国民年金保険料が免除となります。
免除対象期間  出産予定日又は出産日が属する月の前月から４カ月間

なお、多胎妊娠（双子以上）の場合は、出産予定日又は出産日が属する月の３カ月
前から６カ月間の国民年金保険料が免除されます。
※出産とは、妊娠85日（４カ月）以上の出産をいいます。（死産、流産、早産された方を含みます）
対 象 者  「国民年金第１号被保険者」で出産日が平成31年２月１日以降の方
届出時期  出産予定日の６カ月前から届出ができます。
届 出 先  国保医療年金課（☎64・3240）、●新 地域振興課（☎75・0253）、●揖 地域振興課（☎72・2523）、●御 地域振興課（☎322・1451）

　20歳以上の学生の方には、国民年金保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。
対象となる方 	 大学（大学院）、短大、高等学校、高等専門学校、専修学校及び各種

学校（修業年限が１年以上の課程のある学校）に在籍する学生
所得の基準額 	 学生本人の前年所得が128万円＋（扶養親族の数×38万円）以下
申請手続き

新たに申請される方
基礎年金番号通知書又はマイナンバーが分かるもの、学生証の写し又は在学証明書

（原本）を持参の上、国保医療年金課又は各総合支所地域振興課で申請してください。
ハガキ形式の申請書が届いた方

申請書に必要事項を記入の上、返送してください。
※在学される学校等に変更がある方はハガキでの申請はできません。

産前産後期間の国民年金保険料が免除となります

学生納付特例の申請はお早めに！

教室・相談のご案内（事前予約必要）

開催日 時間・場所 内　容

４/20（水）
５/18（水）

10：00～11：30
（受付9：45～）
はつらつセンター

●ミニ講座
（出産準備・呼吸法等）

●フリートーク
●気軽に相談コーナー

日　時 場　所
５/26（木）９：15～11：45 はつらつセンター

プレママサロン（妊婦のつどい）

自主トレーニング講習会

　令和４年４月１日以降の接種を対象に、幼児のおたふく
かぜ予防接種費用の一部を助成します。

対 象 者 	 市内に住所を有する１歳の誕生日から２歳
の誕生日の前日までの幼児

　　　　（令和３年４月２日生まれ以降の方が対象です）
助成金額・回数 	 １回の接種につき、3,000円を幼児一人に

つき１回助成します。
助成方法  

１歳の誕生日前に、「おたふくかぜ予防接種助成券」を郵
送しますので、接種時に実施医療機関（市ホームページ又
は助成券に同封の資料で確認）に持参
し、3,000円を差し引いた額をお支払い
ください。助成券は、接種日に１歳に
なってから使用できます。

　３つの密（密閉・密集・密接）の回避、テレワーク
の推進、少人数での飲食など、日常生活のあらゆる
場面に変化が生じています。
　生活が大きく変わった今は、健康づくりのチャンス
です。厚生労働省が推進するコロナ下での「新・健
康生活」のポイントを紹介します。

「新・健康生活」６つのススメ
①プラス10の身体活動のススメ
　移動時の早歩き、家事、庭いじ
りなど、日常生活での体の動きを、今よりプラス10
分増やしましょう。
②バランスの良い食事のススメ
　おうちで食事をする機会が増えたことをきっかけ
に、食事の内容を見直し、主食・主菜・副菜のそろっ
た食事を心掛けましょう。
③禁煙のススメ
　この機会に喫煙習慣を見直し、禁煙に取り組み
ましょう！将来の肺がんや心臓病、脳卒中等の予防
につながります。
④体に負担のない飲酒のススメ
　外食が減ったことで、飲酒機会が変化してきまし
た。これを機に休肝日を設けるなどして、お酒との
上手な付き合い方を考えてみましょう。
⑤質の良い睡眠のススメ
　就寝前のスマホ利用などを少なくし、睡眠環境を
整えて、十分な睡眠時間を確保しましょう。
⑥健診のススメ
　定期的に健診を受け、自分の体の状態を知ること
が健康づくりの第１歩です。コロナ下で受診を迷っ
ている間に病気は進行します。あなたの命を守る大
事な機会を先延ばしにしないようにしましょう。

コロナ下での予防・健康づくりの情報は、
厚生労働省のホームページをご覧ください。

厚労　新・健康生活　ススメ

播磨姫路小児救急医療電話相談
電話番号  079・292・4874
相談時間  毎 夜 間　20：00～24：00

	 休日昼間　  9：00～18：00
	 （日・祝・８月15日・12月31日～１月３日）

健康相談
妊娠・子育てから生活習慣病予防まで幅広く健康相談を
行っています。
と　  き  平日（月～金）９：00～17：00
と こ ろ  健康課

おたふくかぜ予防接種費用の一部を助成します
コロナ下での
「新・健康生活」のススメ

　妊婦が集い、交流するサロンです。
対 象 者  妊婦（お子様連れの参加可能）
参 加 費  無料
持 参 物  母子健康手帳、お茶等、マスク
申 込 先  母子健康支援センターはつらつ

　講習会を受講された方は、トレーニング機器が利用できます。
対 象 者  40歳以上の市民（医師から運動を制限されず、

介護保険認定を受けていない方）
受 講 料  500円　 申 込 先  健康課

詳しくは、母子健康支援センター
はつらつ（健康課）にお問い合わせください。

年金手帳は基礎年金番号通知書に変わります
　令和４年４月から、年金手帳の新規発行は廃止され、新たに年金制度に加入する方や年金手帳の紛失等により再発行を希望する
方には、基礎年金番号通知書が発行されます。
　既に年金手帳をお持ちの方には、基礎年金番号通知書は発行されません。引き続き、年金手帳を大切に保管してください。

じんけん
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人
権
交
流
推
進
事
業
は
、あ
ら
ゆ

る
世
代
の
住
民
を
対
象
に
し
た
講
座

と
、子
ど
も
を
対
象
と
し
た
学
級
と
が

あ
り
、人
権
学
習
や
体
験
活
動
・
交
流

活
動
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
、学
級
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
学
級
生
は
、
校
区
に
隣
保
館
や
教

育
集
会
所
が
あ
る
小
中
学
校
の
子
ど

も
を
対
象
に
、
広
く
校
区
内
か
ら
募

集
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、

学
級
で
の
体
験
活
動
や
交
流
、
学
習

を
通
し
て
、
人
権
尊
重
の
精
神
を
育

く
ん
で
い
ま
す
。

　
野
菜
な
ど
の
収
穫
体
験
、
校
区
探

検
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
な
ど
の
活
動

で
は
、
友
だ
ち
や
先
生
、
保
護
者
、

地
域
の
方
々
と
の
交
流
に
生
き
生
き

と
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
が
見
ら

れ
、
多
く
の
人
と
の
つ
な
が
り
を
築

い
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
発
表
会
で
は
、
学
習
し
た

こ
と
や
成
長
し
た
こ
と
な
ど
を
発

表
・
披
露
す
る
こ
と
に
よ
り
、
達
成

感
や
成
就
感
を
味
わ
い
、
自
尊
感
情

を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
学
級

に
関
わ
る
保
護
者
に
と
っ
て
も
、
活

動
に
参
加
す
る
中
で
新
た
な
つ
な

が
り
を
築
い
た
り
、
地
域
に
対
す
る

新
し
い
気
づ
き
が
あ
っ
た
り
す
る
な

ど
、
交
流
や
学
習
の
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
が
続

き
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
学
校
・
地

域
・
家
庭
が
一
体
と
な
っ
て
工
夫
を

し
な
が
ら
本
学
級
に
取
り
組
み
、
人

権
尊
重
の
精
神
を
育
む
と
と
も
に
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
強
く
な
る

こ
と
を
願
い
ま
す
。

▼
人
権
教
育
推
進
課

（
☎
64
・
３
１
８
２
）

人
権
文
化
の
創
造
を
め
ざ
し
て

　
　
　 

−

学
ぼ
う
人
間
の
尊
厳

−

【あたご・ふれあい学級交流会】

【構教育集会所設置50周年記念
園・小・中合同学習発表会】

人
と
の
交
流
を
通
し
て
学
ぶ

人
権
交
流
推
進
事
業

保 健 だ より 国 民 年 金
ほけん

ねんきん

▶ 姫路年金事務所国民年金課（☎079・224・6382）
▶国保医療年金課（☎64・3240）▶ ●新地域振興課（☎75・0253）
▶●揖地域振興課（☎72・2523）▶ ●御地域振興課（☎322・1451）

▶ 健康課（はつらつセンター内）（☎63・2112）
▶母子健康支援センターはつらつ（☎63・5121）
▶ ●新地域振興課（☎75・3110） ▶●揖地域振興課（☎72・6336）
▶ ●御地域振興課（☎322・3496）各相談・講習会・教室の申し込みは右記へ

「週に２回楽しく通っています。運動習慣がつきました」等、 
多数良いご意見を頂いております。

利用者の声

29 282022年4月号 2022年4月号
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催　
　

し

第
５
回
「
撮
り
好
き
」
写
真
展

　

新
宮
文
化
協
会
写
真
部
に
よ
る
写

真
展
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

４
月
18
日（
月
）～
24
日（
日
） 

10
時
～
17
時

※
初
日
は
13
時
か
ら

と
こ
ろ　

県
立
先
端
科
学
技
術
支

援
セ
ン
タ
ー
展
示
室

入
場
料　

無
料

▼
新
宮
文
化
協
会
写
真
部　
安
藤

　
（
☎
０
９
０
・
２
３
５
０
・
３
５
４
９
）

募　
　

集

令
和
４
年
度 

看
護
師
（
会
計

年
度
任
用
職
員
）
を
募
集

　

龍
野
つ
く
し
園
で
勤
務
し
て
い
た

だ
け
る
看
護
師
（
会
計
年
度
任
用
職

員
）
を
募
集
し
ま
す
。

業
務
内
容　

知
的
障
害
者
の
方
の

看
護
・
機
能
回
復
訓
練
業
務

必
要
資
格　

普
通
自
動
車
運
転
免

許
、
看
護
師
免
許
又
は
准
看
護
師
免

許
（
学
歴
・
経
験
・
年
齢
等
不
問
）

報
酬　

時
給
１
，
４
２
５
円

勤
務
時
間　

９
時
～
16
時
（
週
３

日
程
度
勤
務
）

募
集
人
数　

１
名

任
用
期
間　

５
月
中
旬
～
令
和
５

年
３
月
31
日
（
更
新
可
）

募
集
期
限　

４
月
28
日（
木
）

※�

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
地
域
福
祉
課
（
龍
野
つ
く
し
園
）

　
（
☎
63
・
４
９
８
０
）

子
ど
も
読
書
週
間
行
事

あ
な
た
も
「
一
日
図
書
館
員
」

に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

図
書
館
の
仕
事
を
体
験
す
る
「
一

日
図
書
館
員
」
を
募
集
！

と
き　

５
月
１
日（
日
）・
７
日（
土
）

９
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ　

新
宮
図
書
館

対
象
者　

市
内
在
住
・
在
学
の
小

学
５
年
生
～
高
校
３
年
生
ま
で
（
体

験
者
は
除
く
）

募
集
人
数　

各
日
２
名

※�

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
し

ま
す
。

募
集
期
限　

４
月
23
日（
土
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

新
宮
図
書
館
（
☎
75
・
３
３
３
２
）

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

状
況
に
よ
り
、
急
遽
中
止
・
延
期

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

登
録
統
計
調
査
員
を
募
集

　

国
が
実
施
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
統
計

調
査
に
従
事
す
る
調
査
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

市
の
統
計
調
査
員
と
し
て
登
録

し
、
調
査
ご
と
に
条
件
（
調
査
地
域

等
）
が
合
え
ば
業
務
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
調
査
期
間
は
２
カ
月
間

程
度
で
、
調
査
終
了
後
に
報
酬
が
支

払
わ
れ
ま
す
。

資
格
要
件　

次
の
①
～
⑤
の
全
て

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方

①
満
20
歳
以
上
の
方　

②�

調
査
で
知
り
得
た
秘
密
を
守
れ
る
方

③�

責
任
を
持
っ
て
調
査
に
従
事
で
き

る
方

④�

税
務
・
警
察
・
選
挙
に
直
接
関
係

の
な
い
方

⑤�

暴
力
団
員
で
な
い
方
及
び
暴
力
団

と
密
接
な
関
係
を
持
た
な
い
方

仕
事
の
内
容　

調
査
員
事
務
説
明

会
へ
の
出
席
、
調
査
準
備
（
調
査
区

域
や
調
査
対
象
の
確
認
）、
調
査
票

の
配
布
（
記
入
依
頼
）
と
回
収
、
集

め
た
調
査
票
の
点
検
・
整
理
、
調
査

票
と
関
係
書
類
の
提
出

申
込
方
法　

電
話
又
は
次
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
→

▼
情
報
推
進
課 （
☎
64
・
３
２
０
３
）

ほ
の
ぼ
の
親
子
父
の
日
プ
レ

ゼ
ン
ト
手
づ
く
り
陶
芸
教
室

受
講
生
募
集
！

　

青
少
年
館
で
は
、
親
子
で
、
お
父

さ
ん
に
手
づ
く
り
の
陶
器
の
カ
ッ

プ
・
お
皿
・
お
茶
碗
な
ど
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

と
き　

５
月
29
日（
日
）10
時
～
12
時

と
こ
ろ　

青
少
年
館
管
理
棟
１
階

創
作
室

募
集
人
数　

６
名
（
子
ど
も
の
数

の
み
）

対
象　

小
中
学
生
の
親
子（
小
学
４

年
生
以
下
は
必
ず
保
護
者
同
伴
、
５

年
生
以
上
は
子
ど
も
だ
け
で
も
可
能
）

参
加
費　
一
人
５
０
０
円
（
子
ど
も

の
み
）

申
込
方
法　

５
月
10
日（
火
）９
時

か
ら
電
話
で
先
着
順
に
受
け
付
け

（
１
回
の
電
話
に
つ
き
１
名
）

▼
青
少
年
館（
☎
62
・
２
６
２
６
）

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
初

級
講
座
受
講
者
を
募
集

　

視
覚
障
害
の
方
に
、
パ
ソ
コ
ン
を

使
い
「
広
報
た
つ
の
」
な
ど
を
音
訳

し
て
提
供
す
る
活
動
で
す
。

と
き　

５
月
11
日（
水
）～
７
月
13

日（
水
）ま
で
の
毎
週
水
曜
日　

13
時

30
分
～
15
時
30
分
、
全
10
回

と
こ
ろ　

福
社
会
館 

５
階
研
修
室

受
講
料　

５
０
０
円（
資
料
代
等
）

内
容　

発
声
練
習
、
音
訳
指
導

対
象
者　

講
座
終
了
後
、
グ
ル
ー

プ
活
動
可
能
な
方

募
集
期
限　

５
月
10
日（
火
）

▼�
龍
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
（
☎

63
・
９
８
０
２
）

お
知
ら
せ

総
務
省
統
計
局
が
「
家
計
調

査
」
と
「
労
働
力
調
査
」
を

実
施
し
ま
す

　
「
家
計
調
査
」
は
、
世
帯
の
家
計

収
支
の
実
態
調
査
で
、
国
の
経
済
・

社
会
政
策
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
「
労
働
力
調
査
」
は
、
国

民
の
就
業
と
不
就
業
の
実
態
調
査

で
、
経
済
政
策
や
雇
用
・
失
業
対
策

に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

県
知
事
の
任
命
を
受
け
た
調
査
員

が
訪
問
し
た
際
に
は
、
調
査
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
関
係
者
に
は
守
秘
義
務
が
あ

り
、
調
査
内
容
の
個
人
情
報
は
保
護

さ
れ
ま
す
。

▼
情
報
推
進
課
（
☎
64
・
３
２
０
３
）

道
路
交
通
法
の
改
正
に
つ
い
て

運
転
技
能
検
査
の
義
務
付
け

　

一
定
の
交
通
違
反
歴
が
あ
っ
た
75

歳
以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
運
転
技
能

検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

◇�

対
象
者

普
通
自
動
車
対
応
免
許
保
有
者
の

う
ち
更
新
期
間
満
了
日
に
75
歳
以

上
で
、
起
点
日（
免
許
有
効
期
限

の
直
前
の
誕
生
日
か
ら
１
６
０
日

前
の
日
）か
ら
過
去
３
年
間
に
一

定
の
交
通
違
反
歴
が
あ
る
方

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇�

対
象
と
な
る
交
通
違
反　

信
号
無
視
、通
行
区
分
違
反
、通

行
帯
違
反
、速
度
超
過
、横
断
等

禁
止
違
反
、踏
切
不
停
止
等
・
遮

断
踏
切
立
入
り
、
交
差
点
右
左
折

方
法
違
反
等
、
交
差
点
安
全
進
行

義
務
違
反
、
横
断
歩
行
者
等
妨
害

等
、
安
全
運
転
義
務
違
反
、
携
帯

電
話
使
用
等

◇
受
検
期
間
等　

免
許
有
効
期
限
の
６
カ
月
前
か
ら

何
度
で
も
受
検
可
能
で
、
検
査
に

合
格
し
な
け
れ
ば
免
許
証
の
更
新

が
で
き
ま
せ
ん
。

◇
検
査
内
容　

一
時
停
止
等
の
課
題
を
設
定
し
た

コ
ー
ス
を
走
行
し
、
減
点
方
式
で

採
点

安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
車
限
定
免
許

　

運
転
に
不
安
を
覚
え
る
高
齢
運
転

試
験
会
場　

県
立
姫
路
労
働
会
館

【
２
回
目
】

申
込
期
間　

７
月
19
日（
火
）～
８

月
12
日
（
金
）

試
験
日　

11
月
26
日（
土
）９
時
40

分
～
、 

※
わ
な
猟
の
み

試
験
会
場　

県
立
姫
路
労
働
会
館

初
心
者
講
習
会

　
（
一
社
）兵
庫
県
猟
友
会
主
催
で
、

こ
れ
か
ら
狩
猟
免
許
試
験
を
受
験
さ

れ
る
方
を
対
象
に
し
た
知
識
・
技
能

に
関
す
る
初
心
者
講
習
会
が
実
施

さ
れ
る
予
定
で
す
。
開
催
日
時
に
つ

い
て
は
５
月
上
旬
に
兵
庫
県
猟
友
会

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

狩
猟
免
許
更
新
講
習
及
び
適
性
試

験
（
免
許
更
新
者
対
象
）

実
施
日　

７
月
15
日（
金
）13
時
30

分
～

会
場　

新
宮
ふ
れ
あ
い
福
祉
会
館

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

【
狩
猟
免
許
試
験
に
つ
い
て
】

兵
庫
県
自
然
・
鳥
獣
共
生
課
（
☎
０ 

７
８
・
３
６
２
・
３
４
６
３
）

【
初
心
者
講
習
会
に
つ
い
て
】

（
一
社
）
兵
庫
県
猟
友
会
（
☎
０
７
８ 

・
３
６
１
・
８
１
２
７
）

労働力調査 家計調査
令
和
５
年

１
月

10
月

６
月

10
月

９
月

７
月

６
月

調
査
開
始
月

揖
保
川
町
片
島
の
一
部

揖
西
町
小
神
の
一
部

揖
保
町
松
原
の
一
部

御
津
町
中
島
の
一
部

揖
西
町
長
尾
の
一
部

神
岡
町
大
住
寺
の
一
部

揖
保
川
町
浦
部
の
一
部

龍
野
町
日
飼
・
片
山
の
一
部

御
津
町
苅
屋
新
町
の
一
部

龍
野
町
上
霞
城
・
中
霞
城
の
一
部

調
査
区
域

者
等
に
対
し
て
、
運
転
免
許
証
の
返

納
だ
け
で
な
く
、
よ
り
安
全
な
自
動

車
に
限
っ
て
運
転
を
継
続
す
る
と
い

う
新
た
な
選
択
肢
を
設
け
ま
す
。

◇
対
象
車
両　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
車
両

①�

道
路
運
送
車
両
法
の
保
安
基
準
に

適
合
す
る
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー

キ
搭
載
車

②�

国
土
交
通
大
臣
に
よ
る
性
能
認
定

を
受
け
て
い
る
衝
突
被
害
軽
減
ブ

レ
ー
キ
及
び
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い

時
加
速
抑
制
装
置
搭
載
車

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

施
行
日　

５
月
13
日（
金
）

▼
兵
庫
県
警
察
本
部
交
通
部 

運
転
免

　

許
課 

高
齢
運
転
者
等
支
援
室（
☎

　
０
７
８
・
９
１
２
・
１
６
２
８
）

狩
猟
免
許
試
験
の
お
知
ら
せ

　

狩
猟
免
許
と
は
、
狩
猟
期
間
中
に

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲
す
る
た
め

に
必
要
な
資
格
で
す
。
県
や
市
の
許

可
を
受
け
て
実
施
す
る
有
害
鳥
獣
捕

獲
に
も
必
要
で
す
。

狩
猟
免
許
試
験

免
許
の
種
類　

網
猟
・
わ
な
猟
・

第
一
種
銃
猟
・
第
二
種
銃
猟

【
１
回
目
】

申
込
期
間　

５
月
23
日（
月
）～
６

月
10
日（
金
）

試
験
日　

７
月
15
日（
金
）９
時
40

分
～
、
７
月
30
日（
土
）９
時
40
分
～
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揖保川町浦部6番地

広
告

広
告 訂

正
し
て
お
わ
び
し
ま
す

　

広
報
た
つ
の
３
月
10
日
号
５

ペ
ー
ジ
「
た
つ
の
市
民
奨
励
賞
を

贈
呈
」
の
記
事
で
、
市
民
奨
励
賞

受
賞
者
に
小
林 

裕
雅
さ
ん
と
あ

り
ま
す
の
は
、
小
川 

裕
雅
さ
ん

の
誤
り
で
し
た
。

▼
広
報
秘
書
課

　
　

  

（
☎
64
・
３
２
１
１
）

　
「
広
報
た
つ
の
」
や
「
た
つ
の
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
バ
ナ
ー
広
告
」で
会
社
、

お
店
の
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
せ
ん
か
？

有
料
広
告
＆
バ
ナ
ー

広
告
募
集
中

情報ランド 【市外局番】龍野（0791）  新宮（0791）  揖保川（0791）  御津（079）

国
民
宿
舎
赤
と
ん
ぼ
荘
喫
茶

メ
イ
プ
ル
の
営
業
を
継
続

　

宿
泊
・
休
憩
業
務
を
休
止
し
て
い

る
赤
と
ん
ぼ
荘
を
民
間
活
力
に
よ

り
利
活
用
す
る
た
め
の
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
候

補
者
の
選
定
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
引
き
続
き
、
本
施
設
の
有
効
な

利
活
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も

に
、
当
分
の
間
、
喫
茶
メ
イ
プ
ル
の

営
業
を
継
続
し
ま
す
。

営
業
時
間　

９
時
～
16
時

定
休
日　

水
・
木
曜
日

▼
商
工
振
興
課
（
☎
64
・
３
１
５
８
）

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説

明
会
を
開
催

と
き　

４
月
26
日（
火
）10
時
～
11

時
、
14
時
～
15
時

と
こ
ろ　

龍
野
税
務
署
１
階
大
会

議
室

定
員　

各
回
20
名（
要
予
約
）

申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※�

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て
、

「
２
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

※�
予
約
の
申
込
状
況
等
に
よ
り
、
ご

希
望
に
添
え
な
い
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

申
込
期
限　

４
月
22
日（
金
）17
時

ま
で

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等

の
状
況
を
踏
ま
え
、
開
催
が
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

龍
野
税
務
署　

法
人
課
税
第
１
部
門

（
☎
62
・
０
２
８
１
（
内
線
51
））

専
門
医
師
に
よ
る
「
も
の
忘

れ
相
談
」

　

揖
保
川
病
院
の
も
の
忘
れ
専
門
医

師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き　

５
月
10
日（
火
）13
時
30
分

～
15
時

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
４
階
小
会
議

室対
象
者　

市
内
在
住
の
方
で
、
も

の
忘
れ
や
認
知
症
に
つ
い
て
の
不
安

が
あ
る
方
、
そ
の
ご
家
族

定
員　

３
名（
１
人
30
分
）

※
完
全
予
約
制

相
談
対
応
者　
も
の
忘
れ
専
門
医
師

相
談
内
容　

認
知
症
の
症
状・治
療

等
医
療
に
関
す
る
相
談
な
ど

相
談
料　

無
料

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援
課

（
☎
64
・
３
１
２
５
）

「
西
播
磨
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」
の
開
館
日
が
変

わ
り
ま
す

　

独
身
男
女
の
し
あ
わ
せ
な
出
会
い

を
見
つ
け
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
す

る
「
西
播
磨
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
の
開
館
日
が
４
月
１
日
か
ら

変
わ
り
ま
す
。
は
ば
タ
ン
会
員
の
お

申
し
込
み
な
ど
は
来
所
予
約
の
上
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
館
日　

火
・
金
・
土（
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
）

受
付
時
間　

９
時
～
17
時
15
分

▼�

西
播
磨
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

　
タ
ー（
☎
０
７
９
１
・
58
・
１
３

　
１
１
、上
郡
町
光
都
２-

23-

１
）

た
つ
の
警
察
署
か
ら
の
お

知
ら
せ

～
春
の
行
楽
期
に
お
け
る
山
岳
遭
難

の
防
止
～

　

登
山
届
は
、
万
が
一
、
遭
難
し
た

場
合
に
捜
索
・
救
助
の
手
掛
か
り
と

な
る
重
要
な
も
の
で
す
。

　

登
山
を
す
る
際
は
、
入
山
地
を
管

轄
す
る
警
察
署
や
所
属
す
る
山
岳
会

に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン

登
山
届
受
理
シ

ス
テ
ム
「
コ
ン

パ
ス
」
を
活
用

す
れ
ば
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
簡
単
に
登
山

届
が
提
出
で
き

ま
す
。「
登
山
の

コ
ン
パ
ス
」
で

検
索
。

▼�

た
つ
の
警
察
署（
☎
63
・
０
１
１
０
）

今
月
の
市
税

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
全
期
分

納
期
限（
口
座
振
替
日
）

５
月
２
日（
月
）

納
付
場
所　

金
融
機
関
・
郵
便
局
・

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
・
会
計
課
・

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

軽
自
動
車
税
を
口
座
振
替
又
は

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
納
付
す
る
方
へ

　

軽
自
動
車
税
の
う
ち
車
検
を
必
要

と
す
る
車
両
に
つ
い
て
は
、
５
月
下

旬
に
納
税
証
明
書（
継
続
検
査
用
）

を
送
付
し
ま
す
。（
納
期
限
内
に
納

付
さ
れ
た
方
に
限
り
ま
す
）

　

そ
れ
ま
で
に
必
要
な
方
は
、
納
税

課
又
は
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

市
税
等
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
納
付
終
了
の
お
知
ら
せ

　

市
税
等
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決

済
に
よ
る
納
付
の
受
付
が
令
和
４

年
２
月
末
で
終
了
し
ま
し
た
。
今
後

は
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
や
口
座
振
替
等

を
利
用
し
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。→

▼
納
税
課（
☎
64
・
３
１
４
４
）

皆
さ
ま
か
ら
の
税
金
は
た
つ
の
市
の
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
に
い
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

たつの市の人口
令和４年２月28日現在（前月比）

● 男 36,121人 （△26）
● 女 38,567人 （△14）
● 総人口 74,688人 （△40）
● 世帯数 31,032世帯 （22）

お悔やみ申し上げます
※３月１日～15日届出分で、掲載に同意を得て

いる方々です。（敬称略）

名　前 住　所 死亡月日 （年齢）

河田　隆郎 龍野町日山 2/21 （85）
谷林　一孝 新宮町鍛冶屋 2/26 （97）
岡村　藤子 新宮町下笹 3/6 （85）

寄附金は、「たつの市」の魅力あるまちづくりのため、さまざまな事業に生かされています。

令和４年２月中 16,035,940円 （1,331件）
令和３年度累計（２月末現在） 344,328,242円 （25,103件）

■ふるさと応援寄附金

寄附者からのメッセージ （原文のまま掲載しています）
・牡蠣がとっても美味しかったので、リピートしました。
・無香料のトイレットペーパーを探していたので、リピートしました。

デザインもかわいいので、良かったです。
・些少ではございますが、お役立ていただければ幸いです。

休日・夜間水道
当番（緊急時のみ）5月

＜龍野地域・新宮地域（光都を除く）＞

揖保浄水場　� （☎67・8806）
※閉開栓の受付は除く

＜ 揖保川地域 ＞
中元産業㈱� （☎72・2031）

＜ 御津地域 ＞
１日〜10日 	 ㈱ダイワ

（☎079・272・5341）

11日〜20日 	 ミツバ商事㈱
昼間（☎322・1245）
夜間（☎322・2485）

21日〜31日 	 勝間設備㈱
（☎090・8570・1242）

※水道メーターから宅内は有料

本市に対する寄附金の状況をお知らせします。▶企画課（☎64・3141）

天候によっては中止する場合があります。
▶揖保川図書館（☎72・7666）

市
税
の
納
付
は
安
心
・
確
実
な
口
座
振

替
が
便
利
で
す
。
な
お
、
口
座
振
替
の

手
続
き
に
は
、
１
カ
月
程
度
か
か
り
ま

す
。
お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。
申
し
込
み
は
、
金
融
機
関
・
郵
便

局
・
納
税
課
・
各
総
合
支
所
地
域
振
興

課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

５月６日（金） 10：40～11：00 西栗栖コミセン

５月11日（水）
14：00～14：20 佐江公民館

14：40～15：00 土師公民館

５月12日（木） 15：00～15：40 西はりま
リハビリテーションセンター

５月13日（金） 13：30～13：45 神岡小学校南門

５月16日（月）
14：00～14：30 光都プラザ駐車場

14：50～15：10 東栗栖コミセン

５月18日（水）
14：30～14：50 田中構造改善センター

15：20～15：40 小宅公民館

５月19日（木） 13：40～14：20 室津センター

５月24日（火）
14：35～14：50 馬場営農組合駐車場

15：00～15：15 市場公民館

５月25日（水） 14：30～14：50 御津総合支所

５月26日（木）
14：00～14：20 中井奥垣内公民館

14：40～14：55 東觜崎公民館

５月27日（金） 14：50～15：10 障がい者デイサービス 
レインボー
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　新型コロナウイルスの影響により、市が主催又は共
催するイベント等について、中止や延期になる場合が
あります。詳しくは、市ホームページの

「新型コロナウイルスの影響によるイベ
ント中止・延期のお知らせ」又は右記
ＱＲコードからご確認ください。

新型コロナウイルスの影響による
イベントの中止・延期について

広報担当者として、３年目の春を迎
えました。この２年間、カメラ片手に

市内のさまざまな場所に行かせていただき、取材を通し
てたつの市の魅力をより一層感じることができました。
また、取材に当たって、多くの方とお話しをすることで、
大変貴重な経験になっていると実感しています。新年度
を迎え、気持ちを新たにし、「たつの」の魅力を皆さんに
お届けできたらと思っています。今年度も、「広報たつ
の」をどうぞよろしくお願いします。	 ○振　

編集後記

●司法書士無料相談会
４月23日（土）９時～12時　※予約不要
たつの市産業振興センター第２会議室（龍野町堂本）

▶兵庫県司法書士会西播支部 ☎080・5743・0783
（月～金、９時～17時 ※祝日除く）

●不動産無料相談会（売買、賃貸、不動産業者等）
５月11日（水）14時～16時　※要予約
龍野経済交流センター５階（龍野町富永702-１）

※事前に相談内容をご連絡ください。
▶（一社）兵庫県宅地建物取引業協会西播磨支部・山本

☎63・3072（平日10時～16時）

その他で開催される相談会

　マイナンバーカード交付等相談（休日開庁日）
▶市民課☎64・3123

と　き　４月23日（土） ５月14日（土） 
　　　　５月15日（日） ５月28日（土） 
　　　　５月29日（日）
　　　　９時～17時 ※12時〜13時を除く ※要事前予約
ところ　●本 市民課

心配ごと法律相談　� ▶社会福祉協議会
龍野支部 ☎63・5106、新宮支部 ☎75・5084
揖保川支部 ☎72・7294、御津支部 ☎322・2920

（受付状況により人数制限あり）
弁護士相談　※受付：12時～15時、相談：13時～

４月19日（火）　 揖保川総合支所
４月28日（木）　 御津やすらぎ福祉会館
５月11日（水）　 はつらつセンター
５月12日（木）　 新宮ふれあい福祉会館

公証人相談　※受付：12時～15時、相談：13時～
４月20日（水）　 はつらつセンター

市内空き家利活用相談
▶空き家相談センター☎78・9220

と　き　日・月・火曜日 ９時～16時（予約優先）
ところ　たつの市空き家相談センター（旧姫路信用金庫
　　　　川西出張所）龍野町下川原80

子育て相談（育児・不登校・虐待等）
▶子育て応援センターすくすく☎64・3220

と　き　月～金曜日 ９時～17時
ところ　●本子育て応援センターすくすく
　　　　（児童福祉課内）

※メールでの相談も行っています。→
※偶数月第４月曜日午後に心理士相談を行っています。（要予約）

ひとり親相談・DⅤ相談� ▶児童福祉課☎64･3153
と　き　月～金曜日 ９時～17時　ところ　●本 児童福祉課

妊産婦・子育て相談（妊娠・出産・子育て等）
▶母子健康支援センターはつらつ☎63・5121

と　き　月～金曜日 ９時～17時
ところ　母子健康支援センターはつらつ
　　　　（はつらつセンター健康課内）

福祉・介護相談 � ▶地域包括支援課☎64･3270
と　き　月～金曜日 ９時～17時
ところ　●本 ふくし総合相談窓口（地域包括支援課内）

教育相談　　� ▶学校教育課☎64･3023
と　き　月～金曜日 ９時～17時　ところ　●本 学校教育課

人権相談　　　� ▶人権推進課☎64・3151
と　き　5月11日（水） 13時～15時
ところ　●新 災害対策本部、 ●揖２階201会議室
相談担当者　人権擁護委員 ※秘密は厳守します。

行政相談　　� 　▶総務課☎64･3142
●新 地域振興課☎75･0251、●揖 地域振興課☎72･2525
●御 地域振興課☎322・1001

４月21日（木）９時～11時　●本新館２階201会議室
４月26日（火）13時～15時　●揖 ２階202会議室
５月12日（木）13時～15時　●新 ロビー

消費生活相談 � ▶消費生活センター☎64･3250
と　き　月～金曜日　８時30分～17時15分
ところ　商工振興課　▶消費者ホットライン　☎局番なし188

年金・労働相談（兵庫県社会保険労務士会）
▶商工振興課☎64･3158

４月27日（水）13時30分～16時　� ●本本館３階303会議室

税務（税理士）相談� ▶市税課☎64･3145
５月10日（火）13時～15時30分� ●本 本館１階市税課前相談室

龍野健康福祉事務所の相談　※要予約
エイズ・肝炎相談（相談・検査、HIVは無料匿名検査）
４月26日（火）、５月10日（火）13時15分～14時30分

� ▶健康管理課 ☎63・5140
専門的栄養相談
５月９日（月） 10時～11時30分 � ▶健康管理課 ☎63・5677
こころのケア相談（精神疾患、アルコール問題等）
５月６日（金） 13時～15時� ▶地域保健課 ☎63・5687

そ
うだんび

相談日カレンダー（４月15日〜）
※●本＝市役所、●新＝新宮総合支所、●揖＝揖保川総合支所、●御＝御津総合支所

【市外局番】龍　野（0791）
　新　宮（0791）
揖保川（0791）
　御　津（079）※�新型コロナウイルス感染症等の状況により、中止する場合があり

ますので、事前にご確認ください。

ホール情報
■指 …全席指定

（全席指定のため、お子様を膝の上に抱いてのご鑑賞はできません）
■自 …全席自由　■未 …未就学児童の入場不可　
■■3↓…３歳未満の入場不可　ホール

▶電話予約 ☎（0791）63･1322　▶問い合わせ ☎（0791）63･1888
ホームページアドレス　https://www.tatsuno-cityhall.jp/abh/
Ｅメールアドレス　bunkahall@tatsuno-cityhall.jp

赤とんぼ文化ホール

６月５日（日）
わくわく市民劇場 

「はりまのくに風土記」
～大地が生んだ・たつのはじめて物語～　

午前の部 
開演11：00（開場10：30）
午後の部 
開演14：30（開場14：00）
［入場料］ 800円 ■指  
※�３月13日（日）に予定して
ました振替公演です。
　本公演はアクアホールの
　みでのチケット販売です。

５月1４日（土）
「ＨＯＫＵＳＡＩ－北斎－」

絵で世界は変わるのか？描き続けた生涯、今明かされる葛飾北斎のすべて

７月18日（月・祝）
劇団四季ミュージカル

「ロボット・イン・ザ・ガーデン」

6月17日（金）
丘みどりコンサート2022
～演魅vol.３～

▶通常窓口８：30～18：00　チケット発売日初日のみ　窓口９：00～、　
　電話・インターネット13：00～
入場料はすべて消費税込み。プログラム・出演者等変更になる場合があります。チケット発売状況に
より枚数の制限を変更する場合がありますので予めご了承ください。また、チケット売り切れの際は
ご容赦ください。「サタデーシネマ鑑賞会」鑑賞券の予約等は行っていません。当日会場売り場にて
お買い求めください。会場内は飲食禁止ですのでご協力お願いします。 ※友の会入会希望の方は
両ホールへ。  � 休館日：月曜日、祝翌日、その他臨時休館日

今後も新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、各公
演等の日程が延期（変更）になる場合があります。公演
は政府等から発表される感染防止に関するガイドライ
ンに従って実施します。詳しくは赤とんぼ文化ホール・ア
クアホールのホームページをご覧になるか、会場へ直接
お問い合わせください。なお、当面の間、ご来館の際に
はマスクの着用、体温測定のご協力をお願いします。

［開演］ 16：00（開場15：00）  [入場料] ■指  ■未　
一般 5,800円／子ども（就学児～12歳）3,800円

[開演] 17：30（開場16：45）
[入場料] SS席9,900円/S席8,800円 ■指  ■未   
　　　　 A 席6,600円/B席4,400円
[一般発売日] ５月21日（土）
※�窓口9：00から、電話・インターネット予約は発売日初日のみ13：00から受付可。
※�発売日初日のみお一人様４枚までご購入・予約可。先行発売状況で変更あり。

昼の部 [開演] 14：00（開場13：15）
夜の部 [開演] 18：00（開場17：15）
[入場料] 6,500円 ■指  ■未  

[開演] 18：30（開場17：30） 
[入場料] 10,000円 ■指  ■■3↓
[一般発売日] ４月29日（金･祝）
※�窓口9：00から、電話・インターネット予約は
　発売日初日のみ13：00から受付可。
※�発売日初日のみお一人様４枚までご購入・予約可。先行発売状況で変更あり。

①10：00　②13：00　③16：00 [129分] 各回入替制
［鑑賞料］800円／高校生以下（３歳以上）500円 ■自  
※満員の際は入場を制限させていただく場合がございますので予めご了承
　ください。
[監督] 橋本一
[出演] 柳楽優弥／田中泯／玉木宏／阿部寛　ほか

共催公演 好評発売中！

好評発売中！

赤とんぼ文化ホール開館25周年記念事業

赤とんぼ文化ホール開館25周年記念事業 赤とんぼ文化ホール開館25周年記念事業

令和４年度市町ホール活用支援事業

サタデーシネマ鑑賞会

Vol.297

[とき] ※開演時間未定　
[使用ピアノ] スタインウェイピアノ（Ｄ－274）
[募集人数と演奏時間] ①子どもの部　概ね15人
（組）：５分以内　②一般・中学生の部　概ね15人
（組）：10分以内（中学生は５分以内）
[参加料] １人（組）一般2,000円、
　　　　 中学生以下1,000円
[申込方法] 所定の参加申込書に必要事項を記
入の上、アクアホールへお申込みください。
[募集期間] ５月１日（日）～５月22日（日）17時まで
※申込書多数の場合は抽選で決定します。

12：00開場　
①13：00～14：41「汚名」
②15：00～１7：18「イヴの総て」
[鑑賞料金]	 前売 800円　
	 当日1,000円 ■指  ■■3↓
・�新型コロナウイルス感染症予防のため人数制限をい
たします。
・入場の時に手指の消毒と検温を実施します。
※�赤とんぼ文化ホールサタデーシネマ鑑賞券はご利用
できません。

アクアシネマ クラシック 振替公演

[申込方法] 所定の参加申込書に記入の上、アクアホールへ参加料を添えてお申込みください。
[募集期間] ４月22日（金）午前９時から（先着順、定員になり次第終了します）
ピアノのレッスン、発表会・コンクールの予行練習、ピアノを使うアンサンブルの
練習等、ホールを自由にお使いください。グループ利用もできます。
※コンサート利用の時は別途費用がかかる場合があります。
[定　数] ４日とも８人（組）連続利用は２区分まで
・新型コロナウイルス感染症予防のため人数制限をいたします。　　
・入場の時に検温を実施します。

[使用備品] スタインウェイピアノ（Ｄ－274）、音響反射板
[参加料] １区分 50分 たつの市内の方3,000円（市外の方5,000円）

８月19日（金）～20日（土）／８月26日（金）～27日（土） 
10：00～18：00
スタインウェイお貸しします ～ホールを独り占め～

6月12日（日）
島本須美・角野隼斗・麻衣・菊池亮太による
歌とピアノのスペシャルコンサート

「sings ジブリ」
ジブリの楽曲を上質にお届けする  

９月８日（木）
ＨＩＲＯＭＩ  ＧＯ
50th Anniversary Celebration Tour 2022
～Keep Singing～

６月2５日（土）
「汚名」（101分）

「イヴの総て」（138分）　
2本立て・入替なし

８月21日（日）
アクアピアノコンサート出演者募集
お気に入りの曲をスタインウェイピアノで
弾いてみませんか！

好評発売中！

ホールコンサートさながらの舞台でスタインウェイピアノを弾いてみませんか！

好評発売中！

▶電話予約・問い合わせ ☎（0791）72・4688
ホームページアドレス　https://www.tatsuno-cityhall.jp/aqua/
Ｅメールアドレス　aquahall@tatsuno-cityhall.jp

赤とんぼ文化ホール開館25周年記念事業
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国指定史跡新宮宮内遺跡市長応接室

祇園公園

「おには～そと！ふくは～うち！」

　心や体の中にいるおにを追い出そう！と、おにの帽子やお面、
豆入れを作り、みんなで豆まきをしました。保育士が変装した
おににちょっぴりビックリ！の子もいましたが、「コロナバイキン
のおには～そと！」「給食を好き嫌いするおには～そと！」と言い
ながら頑張っていました。早く暖かい春が来ますように…。

３
２

揖保川高齢者教室「あすなろ学園」
絵画教室作品展

　「あすなろ学園」絵画教室受講生の作品展を行いました。
鮮やかな色使い、細やかなタッチ、大胆な描写など多彩な作
品に鑑賞に訪れた人々は見入っていました。
　皆さんもあすなろ学園で一緒に学びませんか。

９〜 ５
２ ３

ヤブツバキを植えました！

　ボランティアグループの弥生倶楽部の皆さんが、新宮宮
内遺跡に50本のヤブツバキを植樹しました。毎週土曜日に
コツコツと作業を進めて、この日にようやく全て植え終わり
ました。これから、日々の活動の中でヤブツバキを大切に
育てていきます。

５
３

日展受賞作品を寄贈

　田中 徹夫さん（龍野町）から日展受賞作品「ほのやみ」及
び日本の書展出品作品「夏鶯（なつうぐいす）」の寄贈があ
りました。寄贈に対して、本市からは市民特別賞を伝達しま
した。

16
３

みんなが幸せになるといいね
おひなさまに願いを込めて21

３

全国大会出場おめでとうございます

　「第44回全国ＪＯＣジュニアオリンピックカップ春季水泳
競技大会」に出場される、龍野東中学校２年 小林 恭也さん

（右から２人目）、神岡小学校６年 小林 巧武さん（右から３
人目）、４年 小林 夕馬さん（右）が市長表敬訪問を行いまし
た。３人兄弟でそろって出場されます。

22
３

神岡保育所

揖保川公民館

市役所大会議室

　春の恒例行事
「龍野ひな流し」
が揖保川河川敷
で開催されまし
た。人形供養の
後、華やかな着
物に袖を通した
子どもたちが願
いを込めて「流し
雛」を揖保川へ
放ちました。
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